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別添資料2 第一次調査における調査票1の分析関係資料  

1テキストマイニングとは   

テキストマイニングl誌大量のテキストデータから，ノイズを取り除き，分類。整理を行ってパタ   

ーンを発見していく方法であり，ビジネスやマーケテイングの領域で顧客の生の声を新商品開発等に   

活かすべく発達しノてきた手法である。一方で，社会科学や人間科学の領域においてもテキストデータ   

の分析は非常に重要な課題である。従来 質的研究においてl誌 テキストデータの分類・分析に際し   

て，例えばKJ法のような分類・整理方法が用いられてきた拭 これらの分析方法l誌分類結果が研   

究者の解釈によって異なるという信頼性の問題 扱うことのできるデータの量が限られるという量的   

な問題などがあった。これらを解決するための一つの方策がテキストマイニングの手法である。  

2 本石形宅におけるテキストマイニンクの手続き   

ま‾筑 第一次調査のデータに対し テキストマイニンクの手法を用い，キーワードの出現頻度等か   

ら反応内容をカテゴライズした。テキストマイニングに際しては，PASWTextAna帥csibr   

Surveys3．0．1（現：lBMSPSSTextAnalyticsforSun佗）侶）を用いた。   

本研究においてl誌 受講者の知識面・認知面における変化だけでなく，情緒面での変化についても   

把握することが目的であったため，キーワード（房由出に際じては「感性分析」を適用することとした。   

同機能は，テキストの表現から書き手の心理状態や感性を自動判断することを可能としたものであり，   

例えば「申し訳ない」，［賞う」，指射罪」，愕午しノてほしい」，「剤賞」，「すまない」等であれば＜謝罪＞，   

「つらい」，「悲しい」，「みし避）だ」，「惜しまれる」，「信じてもらえない」等であれば＜悲しい＞とい   

う一つの「タイスとじ召由出することを可能とした機能である。また，テキストマイニンクの墓石楚   

となる形態素解析（形態素とlよ「意味を持つ最小の言語単位」の意である）でl哀 例えば「楽しいと思   

うことはない」という文章lよ「楽しい／と／思う／こと／は／ない」のように分析され「楽しいと   

思うことはない」lよ「楽しい」を否定し′こいるにもか力＼わら硫 シンプルに形態素解析を行っただけ   

では「楽Uい」と同じに扱われてしまう。「楽しい」と「ない」との共起に着目しノこ分析を行うことで   

一定程度この問題は解消される鶏例えば「とても楽しく，飽きることはない」文章についてlよ「楽   

しん1」と「ない」の共起に着目することで逆に意味を取り違えることとなる。「楽しいと思うことはな   

い」等を一つひとつ辞書設定することで対処は可能だカミ 対象とするテキストデータの量にもよるだ   

ろう鶏 作業量が莫大となるため，大量のテキストデータの処理を前提に行うテキストマイニングに   

おいては理想的な対処法とは言えない。こうした問題点への対処としても感性分析は有用であり，例   

えば「許さない」を＜恨み＞としノこ「許し′こもらえなかった」を＜悲し人1＞とじQ由出することが可   

能であるため，憎牛山に係る「内容」であることを踏まえつつ，回答者がその回答に込めた「感情」   

についても把握することができる。   

キーワードの抽出に際してlま同義語や表記のゆれに対応するたぬ例えば「被害音」，「被害者様」，   

㈲，「被害者さん」等は「被害者」とじて，「分かる」，「わかる」，愕」る」，用字る」，用牢か   

る」等は「分かる」としノてまとめるなどして辞書設定を行った。また，例えば闇者の視点を取り   

入れた教育」であれは特に設定を行わずにキーワードを抽出すると，「胡害者／の／視点／を／取る   

／入れる／教育」と分割じて抽出されるため，今回の分析上必要な複合語（被害者遺晩被害≡科亀 損   

害貝矧賞など）についてlよ あらかじめキーワードとレて設定し 分割されずに抽出できるようにした。   

また，刺激語との対応により，同様のキーワードか導由出されていても まったく意味が異なる場合が   

あるため，カテゴリ化に際してi式刺激語とキーワード（場合によっては複数のキーワード）を開園寸け   

るなどの工夫を行った。例えば被害者に責任がなかった旨の回答についてl誌「落ち度」，「責任」，巧臼，   

「罪」等と「ない」の共起について条件規則を作成した。   
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表1第一次調査・抽出されたカテゴリー   
カリ  

ヵテゴリ名（内容）   
総反応数（合計：4141）  該当反応産出人数（合計：208名）  平均反応数  

指導前 指導後 合計  ％  指導前 指導後 合計  ％  指導前 指導後 全体   

1 （被害者の）ために   15   23   38  0．9％  11   20   31 14．9％  ．16  ．20  ．18   

2  これから（これから，この先．今後．出所後．社会復帰後等）   24   32   56  1A％  19 1鱒  37 17・89a  ．26  ，27  ．27   

3  していく・し続ける   25   61   86   2．1％  20   36   56  26．9％  ．27  ．52  ，41   

4  疑問（許してくれるだろうか？．鰍ま治っただろうか？等，比較的クローズドな問い）   74  119  193  4．7％  39   44   83  39月％  ．81  1．02  ，93   

5  凍案・忠告（～しなくてはいけない・－するべきだ等）   6   20   26   0．6％  4   14   18   8．7％  ．07  ．17  ．13   

6  問い合わせ（どう慣えばよいだろうか？．どんな気持ちだっただろうか？等，比較的オープンな問い）  97  153   250   6．0％  44   56  100  48．1％  1．07  1．31 1．20   

7  要望（～してほしい，～したい等）   77  101 178  4．3％  43   51   94  45．2％  ．85  ．86  ．86   

8  できる   45   64  109   2．6％  35   41   76  36．5％  ．49  ．55  ．52   

9  哀れみ（かわいそう，気の毒等）   24   21   45  1．1％  22  17  39 18・89ム  ．26  ．18  ．22   

10  後悔（後悔している．～しておけばよかった等）   19   26   45  1．1％  16   19   35  16．8％  ．21  ．22  ．22   

11 恨み（恨む．憎む．呪う．許さない等）   84   83  167  4．0％  51   51  102  49．0％  ．92  ．71  ．80   

12  残念（残念．無念，台無しにした，～したかった等）   29   37   66  1．6％  19   31   50  24．0％  ．32  ．32  ．32   

13  体が惑い状態（障害を負った，後遺症が残った，大けがをした等）   47   47   94   2．3％  34   32   66  31．7％  ．52  ．40  ．45   

14  怒り（怒り，怒っている，憤り．脱が立つ．キレる等）   43   45   88   2．1％  30   31   61  29．3％  ．47  ．38  ．42   

15  悲しい・淋しい（悲しい，つらい．みじめだ．さみしい．泣く等）   81  145   226   5．5％  44   77  121  58．29ム  ．89  1．24  1．09   

16  不安・困惑（不安．心配，気がかり，因っている．うろたえている，動揺している等）   28   33   61  1．5％  18   23   41 19．7％  ．31  ．28  ．29   

17  遺族   18   45   63  1．5％  12   26   38  18．3％  ．20  ．38  ．30   

18  一生   23   45   68  1．6％  15   32   47  22．6％  ．25  ．38  ．33   

19  加害者   3   15   18   0．4％  3   12   15   72％  ．03  ．13  ．09   

20  家族（家族．父．母．子ども．親戚．親族，身内等）   141 166  307   7A％  65   67  132  63．5％  1．55  1．42  1．48   

21 会う（会う．お目に掛かる，訪ねる等（会わないも含む））   53   56  109   2．6％  35   48   83  39．9％  ．58  ．48  ．52   

22  回復・元気・前向き（回複，元気．順調，うまくいく等）   12   16   28   0．7％  11  16   27  13．0％  ．13  ．14  ．13   

23  気持ち（気持ち．感情．気分，心理．心境，内面等）   99  151  250   6．0％  50   70  120  57．7％  1．09  1．29  1．20   

24  金銭的賠償（損害賂胤 弁胤 慰謝札 保証金等）   17   20   37   0．9％  14   14   28  13．5％  ．19  ．17  ．18   

25  昔・痛・恐怖（苦しい，痛い．怖い．恐ろしい，苦労する等）   58  103  161  3．9％  41   51   92  44．2％  ．64  ．88  ．77   

26  見る   25   46   71  1．7％  23   32   55  26．49乙  ．27  ．39  ．34   

27  言う・伝える   69  108  177  4．3％  45   66  111  53．4％  ．76  ，92  ．85   
28  言葉・声・メッセージ   23   50   73  1，8％  12   37   49  23．6％  ．25  ．43  ．35   

29  幸せ（幸せ，しあわせ，幸福等）   6   19   25   0．6％  5   14   19   9．1％  ．07  ．16  ，12   

30  考える・考え   48  101  149   3．6％  33   52   85  40．9％  ．53  ．86  ．72   

31 今   72   82  154   3．7％  37   41   78  37．5％  ．79  ．70  ．74   

32  再加害防止・更生（二度と傷つけない．これ以上被書者を作らない．更生する等）   16   38   54  1．3％  12   30   42  20．2％  ．18  ，32  ．26   

33  殺した   14   16   30   0．7％  12   15   27  13．0％  ．15  ．14  ．14   

34  思う（思う．思い出す，（推測の）だろう等）   240   339   579  14．0％  73   94  167  80．3％  2．64   2．90  2．78   

35  支援・援助（力になりたい，支えたい，役に立ちたい等）   63   88  151  3．6％  33   46   79  3臥0％  ．69  ．75  ，73   

36  私（私．俺，僕．私のこと．自分等）   184   264   448  10．89ら  65   82  147  70．7％  2．02   2．26  2．15   

37  視点取得（被害者の立場・気持ちになる等）   38   78  116   2．8％  29   47   76  36．5％  ．42  ．67  ．56   

38  事件・事故   7   33   40  1．0％  6   25   31 14．9％  ．08  ．28  ．19   

39  事件の重大性（とんでもないことをしてしまった，ひどいことをした．跨い悔を負わせた等）   7  19   26  0．6％  7   14   21 10．1％  ．08  ．16  ．13   

40  事件事実（殴った，刺した．逃げた等）   28   17   45  1．1％  16   14   30  14．4％  ．31  ．15  ．22   

41 自己問題理解（被害者の気持ちをよく考えるべきだった，見捨てず助けるべきだった等）   23   33   56  1．49乙  16   26   42  20．2％  ．25  ．28  ．27   

42  謝罪（謝罪したい．申し訳ない，許してほしい．悪かった等）   279   394   673  16．3％  89  113   202  97．1％  3．07  3．37  3．24   

43  謝罪（許し）（謝罪のうち．「許し」に関する内容）   41   78  119   2．9％  26   49   75  36．1％  ．45  ．67  ．57   

胡  謝罪（償い）（謝罪のうち「償い」に関する内容）   29   53   82   2．0％  19   45   64  30．8％  ．32  ．45  ．39   

45  取り返しのつかなさ（取り返しのつかないことをした．二度と戻ってこない等）   10   22   32   0．89ム  10   17   27  13．0％  ．11  ．19  ．15   

46  周囲の人・関係者（被害者だけではなく，周りの人も被害者だ等）   8   17   25   0．6％  8   13   21 10．1％  ．09  ．15  ．12   

47  停つけた   14   27   41  1．0％  14   20   34  16．3％  ．15  ．23  ．20   

48  心   30   45   75  1恩％  24   29   53  25．5％  ．33  ．38  ．36   

49  心から   18   18   36   0．9％  13   12   25  12．0％  ．20  ．15  ．17   

50  人生・命・将来（命を奪った，将来があった，人生の半ばだった等）   30   59   89   2．1％  22   36   58  27．9％  ．33  ，50  ．43   

51 生きる   19   28   47  1．1％  14   22   36  17．39ム  ．21  ．24  ．23   

52  生き返らせる（生き返ってほしい．元に戻したい等）   17   24   41  1．0％  14   17   31 14．9％  ．19  ．21  ．20   

53  生活・仕事・能済（生i乱 日常．仕事．経済面，お金で苦労していないだろうか等）   40   66  106   2．6％  26   46   72  34．6％  ．44  ．56  ．51   

封  責める（責める．自責の念．責められた．非難された等）   13   36   49  1．2％  10   25   35  16．89ム  ．14  ．31  ．24   

55  責任の受容（自分の責任だ，悪いのは供だ，どんなに非難されても仕方ない等）   23   40   63  1．5％  17   28   上i5  21，6％  ．25  ．34  ．30   

56  対する   54   53  107   2．6％  32   35   67  32．2％  ．59  ．45  ．51   

57  大切・大事・重要   15   31   46  1．1％  11   24   35  16．89ら  ．16  ，26  ．22   

58  奪う・断つ・変える（奪ってしまった．奪われた．断った，壊した．変わってしまった等）   17   37   54  1．3％  15   25   40  19．2％  ．19  ．32  ．26   

59  天国（天l乱彼岸．あの世等）   9    9   18   0．49乙  7    5   12   5月％  ．10  ．08  ．09   

60  努力・頑張る（努力したい，頑張らねばならない，努めたい，精一杯やる等）   4   17   21  0．5％  4    9   13   6．3％  ．04  ．15  ．10   

61 被害   1   4    5   0．1％  1   4    5   2．49乙  ．01  ．03  ．02   

62  被害者に責任転嫁しない（被害者は何も悪くない ．非はない．責任はない等）   15   44   59  1．49乙  15   31   46  22．1％  ．16  ．38  ．28   

63  被害者の視点を取l）入れた教育（被害者教育，R4，被害者から学ぷ等）   9   15   24   0．6％  8   11  19   9．1％  ．10  ．13  ．12   

鋸  被害者の要求（被害者を主格とした，～して欲しい，～を望む，求める等）   8   19   27   0．7％  8   14   22  10．6％  ．09  ．16  ．13   

65  被害者を作る   9   19   28   0．7％  4   18   22  10．6％  ．10  ．16   ユ3   

66  被害者を出す   18   10   28   0．7％  13    9   22  10．6％  ．20  ．09  ．13   

67  被害者支援団体（被害者の会．被害者の集まり，被害者同士の支え合い等）   0    0    0   0．0％  0    0    0   0．0％  ．00  ．00  ．00   

68  被害者批判等（被害者が悪い．同情の余地はない．信号無視をした等）   92   45  137   3．3％  21  19   40  19．2％  1．01  ．38  ．66   

69  分かる・知る・理解する   56   76  132   3．29乙  38   43   81  38．9％  ．62  ．65  ．63   

70  開く   37   37   74  1．89ム  20   26   46  22．1％  ．41  ．32  ．36   

71 亡くなる（亡くなった．死んだ‥息を引き取った．この世から旅立った等）   32   40   72  1．7％  24   28   52  25．0％  ．35  ．34  ．35   

72  忘れる・逃げる（忘れたい．逃げたい．忘れてはならない．逃げてはならない．向き合っていく等）  28   65   93   2．2％  22   45   67  32．2％  ．31  ．56  ．45   

73  冥福を祈る（手を合わせる．供養する．線香をあげる，宗教教諭等）   38   48   86   2．1％  27   37   64  30．89も  ．42  ．41  ．41   

74  友人   22   18   40  1．0％  14   15   29  13．9％  ．24  ．15  ．19   

75  褒め・賞賛・好き・感謝（医しい．愛している．尊敬，感謝している，恩返し等）   51   54  105   2．5％  21   34   55  26，4％  ．56  ，46  ．50   

76  連絡（連絡．手紙．電話等）   39   43   82   2．0％  24   28   52  25．0％  ．43  ．37  ．39   

77  話・話合い   12   14   26   0．6％  8   11  19   9．19ら  ．13  ，12  ．13   

Sl 被害者は   402   557   959  23．2％  91  117   208 100．0％  4．42  4，76  4．61   

S2  被害者の   395   548   943  22．8％  91  115   206  99．0％  4．34  4．68  4．53   

S3  被害者に   369   497   866  20．9％  91  116   207  99，5％  4．05  4．25  4．16   

S4  被害者を   310   411  721 17．49ら  85  105  190  91，3％  3．41  3．51  3．47   

S5  被害者から   267   361  628 15．2％  83  104  187  89．9％  2．93  3．09  3．02   

S6  被害者．   0    0    0   0．0％  0    0    0   0．0％  ．00  ．00  ，00   

S7  被害者と   0    0    0   0．0％  0    0    0   0．09ら  ．00  ．00  ．00   

S8  被害者とは   0    0    0   0．0％  0    0    0   0．0％  ．00  ．00  ．00   

S9  被害者も   0    0    0   0．0％  0    0    0   0．0％  ．00  ．00  ．00   

合計   1749  2392  4141 100．0％  91 117   208 100．0％  19．22  20．44 19β1   

※4141反応申314反応（7．6％）は刺激譜でしかカテゴライズできず。   
例えば．「被害者は60歳だ」．「被害者は男だ」，「被害者になる」．「被害者の行動」等，被害者の屈性に係る記載やそれだけでは意味付けが困難な反応がこれにあたる。   
Sl～S9のSは刺激語の意である。第一次調査では刺激語の助詞を固定しているため，S6～S9に該当する回答はない。   
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表2 第一次調査・反応ごと・対応分析布置図  

対称的正規化  

＿3  ＿2  

次元1  

① ＜加害行為・事件事実と再加害防止＞  

「被害者を作る」「被害者を出す」／「再加害防止・更生」「支援・援助」「生き返らせる」「殺した」「提案・忠告」「被害者  

を」「事件事実」  

② ＜直面化と後悔・自己問題理解＞  

「後悔」「一生」「自己問題理解」「残念」「傷つけた」「忘れる・逃げる」  

③ ＜努力・冥福の祈りと継続性＞  

「していく・し続ける」「できる」「これから」「事件の重大性」「努力・頑張る」「冥福を祈る」「心から」  

④ ＜謝罪・償いと対話＞  

「謝罪」「謝罪（償い）」「被害者に」「金銭的賠償」「対する」「話・話合い」「連絡」／「会う」  

⑤ ＜被害者・その関係者と彼らへの評価・感情＞  

「哀れみ」「亡くなる」／「周囲の人・関係者」「被害者に責任転嫁しない」「被害者は」  

⑥ ＜加害行為と被害者に与えた影響＞  

「加害者」「天国」「奪う・断つ・変える」「友人」「悲しい・寂しい」「恨み」「生活・仕事・経済」「人生・命・将来」「R4」  

「被害」「家族」「被害者批判等」  

⑦ ＜被害者の実情に対する関心＞  

「考える・考え」「分かる・知る・理解する」「疑問」「遺族」「被害者のために」「問い合わせ」「視点取得」「今」「被害者の」  

／「責任の受容」「被害者の要求」「気持ち」「怒り」「責める」「被害者から」／「要望」「謝罪（許し）」「言葉・声・メッセ  

ージ」「聞く」「言う・伝える」  

⑧ ＜加害行為の重大性＞  

「見る」「心」「回復・元気・前向き」「取り返しのつかなさ」「幸せ」「思う」「私」「生きる」「大切・大事・重要」「苦・痛・  

恐怖」「褒め・賞賛・好き・感謝」「体が悪い状態」「事件・事故」「不安・困惑」   
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表3 第一次調査・受講者ごと。対応分析布置図  

対称的正規化  

ーコ、0  －1．5  －ト0  －0．5  0、ロ  0．5  1、0  1．5  コ、0  

次元1   

（D ＜金銭的賠償・事件事実と被害者批判＞   

「被害者批判等」「連絡」／「金銭的賠償」／「事件事実」  

② く被害者心情理解と対話＞   
「支援・援助」「責める」「怒り」「会う」「哀れみ」「話・話合い」  

③ ＜刺激語＞   

「被害者は」「被害者の」「被害者に」「被害者を」「被害者から」「恨み」「家族」／「被害者に責任転嫁しない」「友人」「聞く」   

「悲しい・寂しい」  

④ く加害行為・後悔と被害者の視点を取り入れた教育＞   
「残念」「亡くなる」「褒め・賞賛・好き・感謝」／「殺した」／「生き返らせる」「奪う・断つ・変える」「天国」「後悔」／「R4」  

⑤ ＜自己の加害者性・直面化と冥福の祈り＞   
「被害者を作る」「忘れる・逃げる」「被害者のために」「事件の重大性」「冥福を祈る」  

⑥ ＜被害者の言葉と自己問題理解＞   

「言葉・声・メッセージ」「自己問題理解」「大切・大事・重要」／「遺族」「幸せ」／「人生・命・将来」「生きる」  

⑦ ＜事件の重大性と努力・継続性＞   

「一生」「取り返しのつかなさ」／「していく・し続ける」「心から」「できる」「周囲の人・関係者」「提案・忠告」／「努力・頑張る」  

⑧ ＜再加害防止・更生と責任の受容・被害者の実情理解（心情・生活等）＞   

「事件・事故」「対する」／「思う」「私」「再加害防止・更生」「責任の受容」／「疑問」「気持ち」「視点取得」「生活・仕事・   

経済」「問い合わせ」／「今」  

⑨ ＜被害と回復・不安・困惑＞   

「不安・困惑」「被害」／「これから」「匝I復・元気・前向き」  

⑩ ＜被害者の実情理解（身体状況等）＞   

「見る」「分かる・知る・理解する」／「要望」「加害者」「体が悪い状態」「被害者の要求」／「考える・考え」「謝罪（許し）」「言   

う・伝える」「傷つけた」  

⑪ ＜謝罪と被害者の実情理解（苦・痛・恐怖）＞   

「謝罪」「心」「苦・痛・恐怖」「被害者を出す」「謝罪（償い）」  
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表4 第「次調査・反応・クラスター分析桔所ヲ図  

Ward法を使用するデンドログラム  

再調整された錘組クラスタ裔合  
D  S  lO  15  ：0   

全4141反応について，抽出したカテゴリーの01  

行列に対しカテゴリカル主成分分析を行し＼匡南値1  

以上の35成分を抽出した。同成分の成分負荷行列に対  

し階層白勺クラスター分析G由出法冊血d法 測定方  

法：平方ユークリッド圧鴎紗を実施して∴樹形垣を作成  

u乞   

こまごまとし毎枝分かれが生じる前（鶏眼離とじて20  

と25の中間†哉圧で区切ると，五つのクラスターにまと  

まった。  

（か ＜クラスター1＞   

「人生・命・将来」「奪う・断つ・変える」「R4」   

「大切・大事・重要」「褒める・賞賛・妻子き・感謝」  

② ＜クラスター2＞   

「責める」「責l丑魔」「言う・伝える」  

闇等力＼ら」  

③ ＜クラスター3＞   

「盲軌鷹防止・更生」「被害者を作る」「提案・忠告」  

④ ＜クラスタ†4＞  

憎紆勘「謝罪（償しV」闇者に」「これ力＼ら」   

「していく・u売ける」「努力・頑張る」「一生」   

「忘れる・逃げる」「■残念」「生きる」「支援・援助」   

「“被害者を」「闇鳶者のために」「できる」   

「‾生き返らせる」  

⑤ ＜クラスター5＞   

その他  

①こついてlま「人生・命・将来」及び「奪う・断つ・  

変える」l去被害者等の人生や命，将来を奪し＼断ら，  

変えた旨の反応力焉亥当する。「R4」，「大切・大事・重  

要」及び「褒める・賞賛・好き・感喜軌は，R4と，命  

の大切さや償いの重要さ，被害者が被害壱遺脱ことって  

いかに大切な存在であったかなどの内容とを関連付け  

た反応が該当する。また，R4の箋講や∴指導こ参与し  

73戴軒＼の惑乱 R4を受けた上で今後し1かに被害者に  

文王摺‾るかが重要であることなどもここにくくられ急。代  

表的には，闇者の視点を耳又り入れた教育を受けられ  

たことに感謝じている。被害者の方の命を奪ったこと，  

被害者遺族の人生を狂わせたことの重大さにようやく  

対寸けた力＼ら。」等の反応が考えられる。   

②こついては「被害者から」及び「責める」又は「言  

う・伝える」の組合せを受けての「責任の蕗」という  

反応が多く，闇書からどんなに責められたとしノても  

自分の責任なので仕方ない」，働＼ら，苦しんでい  

ることを伝えられ自分の責任の重さが分力＼った」等で  

の励偏研一℃表白勺である。   

③ま 閣者をイ乍る」と「再加害防止・更生」，「‾提  

案・忠告」のまとまりであり，「二度と被害者を作るこ   
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とがなしはう，今回必ず更生せねばならない」等の反応   

がここにあてはまる。闇者を作る」が「盲動鷹防止・更生」の文脈で生じることlま「■被害者を出す」が「後悔」及び   

「取り返しのつ力＼なさ」と－まとまりになっていることと対照白勺である。   

（引去「闇害者に」京王摺‾る帽射罪」に関連したまとまりと考えられる。特に「これから」，「していく・u樹サる」，「努   

力・頑張る」，「一生」等が含まれていることから，瑚射罪への意思や喜射罪行動に関する反応のまとまりと言えよう。   

なお，「忘れる・逃げ急」についてlまその多くが「忘れなしu，「逃げてはならない」等の意で用いられているものであ   

る。  

⑳ま劃棚尤見様々な感情表現などが含まれている。  

⑤こついてl去昆鴎佳15付近で切ると，次のとおりにまとまった。  

A 円本が悪しⅥ億」「回復・元気・前向き」  

B 「言葉・声・メッセージ」「聞く」「自渦動軋「話・話合し1」  

C 「苦・痛・恐軋＝傷つけた」「悲u／ト寂u／1」nhJ  

D 闇牛の重大性」「亡くなる」憫碧者に粛王転嫁しない」闇丸  

E 「想う」鳩め＼ら」「哀れ諷＝関する」「恨み」「加薦琶」巧安・因惑」「働伴鳳  

F 「後悔」「取り返しのつ力＼なさ」閲唐音を出す」  

G 闇領訝賞」願「見る」「構」「会う」「冥福を祈る」  

H「怒り」「事イ年事実」「幸せ」懐古・仕事・絶斉」「疑問」「遠方知「■殺した」「周囲の人・関†緒」「友人」「事件・  

事故」  

l「考える・考え」「視点取得」「都丸「被害者の」  

J「要望」指射罪（許uJ「適軌  

K 「気侍ら」「分かる・知る・理白熊「る」「今」問」「問い合わせ」「私」  

それぞれ乃詳細こついては角封′1ない鶏例えばBで「自潤朝軋が被害者等の「言葉・声・メッセージ」を「聞く」，   

又lま被害音等との持古・話合しuとまとまって生じたり，憫唐音に責任転嫁しない」が闇糊重大阻や「⊂くな   

る」等と生じたりしノこいること，その一万で「被害音北洋鳳が「（多くの場合被害者の恨み」や「（多くの場合，受講   

者自身の不安・困惑」とまとまっていることなどは非常に示唆的である。受講者が被害者に粛鮒力＼つ，自分の   

問題点に眼を向けるためには，彼らの不安や医惑を取り除し1たり，被害音の川音を「恨み」と安易にラベリングして距離   

を置いたり思考亭止したりする必要があり，そのために†よ被害者等から，被害音等の実情・渕尤事件帆切＼に被害者   

等に様々なまた大きな影響を与えたか等について，その書葉を聞いたり，話し合ったりする機会が重要であることを示し   

ている可能性力甑  
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表5 第づ妬局査・受講者ごと・クラスター分析樹形図  

Ward法を使用するデンドログラム  

再調整された距馳クラスタ烏合  
O  S  10  15  20  25   

全208名の回答に対して主成分分析を行し＼師直1  

以上の27成分を抽出した。同成分の成分負荷行列に対し  

階層的クラスター分析G由出法：肋5去 測定方法：平  

方ユークリッド足鴎紗を実施じこ樹形図をイ乍成しノ己   

こまごまとした枝分かれが生じる前の距離として距離  

15のラインで切ると，次の五つのクラスターに分力耽  

なあ さらに細分化する場合，内部で分岐が見込まれる部  

分にスラッシュを入れ7己  

① ＜クラスター1＞  

闇ま」「観闇者に」「‘被害者を」「被  

害者から」  

② ＜クラスター2＞  

「大切・大事・重要」「褒め・賞賛・好き・感喜射」「R  

4」「臥」／「生き返らせる」閻」「後悔」「自己  

問題劇組／「■殺した」「冥福を祈る」り＼生・命・将  

来」「奪う・断つ・変える」「残念」「一生きる」  

③ ＜クラスタ†3＞  

「‾聞く」「話・話合しu「〒軌鷹防止・更生」「被害者  

を作る」「堰案・忠告」／「恨み」「怒り」「篭銭約賠  

償」「事†樗臭」闇絆鳳／「悲し人1・寂ししu  

「⊂くなる」闇者のために」「哀れみ」  

④ ＜クラスター4＞  

「他U「搬周文り返しのつ力＼なさ」「被害  

者を出す」「言葉・声・メッセージ」「周囲の人・関係  

者」闇牛の重大阻∩莞つけa「幸せ」／「じてい  

く・し諸売ける」「一努力・頑張る」「これから」「気侍ら」  

「令」／頂菰知「連絡」「要望」「分力＼る・知る・理  

解する」「会う」「忘れる・逃l偽  

（9 ＜クラスター5＞  

巧射罪」「扇射罪（許uJ「生活・仕事・紹済」「責任の  

受容」「苫・痛・恐怖」「支援・援助」「責める」／日本  

が悪し爾憩」「回復・元気・前向き」「不安・困惑」「言  

う・伝える」ト一生」帽射罪（償しVJn軋め＼ら」闇者  

に責腔拍家しない」／「‾疑問」「問い弛「できる」  

「思う」「私」「考える・考え」闇捺瑚乳／「見る」  

「被害」「加害音」「事件・事故」頂寸する」「遠方知  

①怯 五つの刺激語である。つまり，第一次調査のよう  

にあらか山塊庄司を含んだ刺激語が提示された場合，それ  

ぞれの箋話者が それぞれの刺測深について，多少の違い  

はあれど，おおむねまんべんなく反応したことが分力＼る。  

また いずれかの刺激語と年覇巨の他のカテゴリーが極端に  

高頻度で同時に生じることもなかったと考えられる。   

②は被害者の命・人生を奪ったこと，冥福を折る旨や  

後圏こ関する反応のまとまりである。自己問題理解に関す  

る反応を出す者がこれらの反応を同時に出していることが  

示唆的である。R4に関する反応を出す者と，肯定的な評  

価や感情を同時に出す者も同じ′まとまりに入っている。   
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③は「二度と被害者を作ることのないよう，更生しなければならない」といった回答に代表される閣者を作る」，「再  

加害防止・更生」，「一提案・忠告」に関する反応亀被害者等の話を聞きたし＼話しノ合いたいといった反転被害音等の感情  

のうち，特に怒りや恨みに係る反応を出している者のまとまりである。一方で「働鮮鳳や「哀れ私」Iコ系る反応を  

出している者も同じまとまりにくくられており，「昆両極端に見える反応を同じまとまりにいる者が出しノていることは示  

唆的であり，教育が浸透していると見られる反応を出している者の一部ないし多くカミ反省一色の反応ではなく，相反する  

感l青やかっ藤を抱いている可能性がう加珊〕れる。   

④は∴封牛の重大性・取り返しのつ力＼なさに関する反転被害者の要求や言荒その心情を知りたいとする反応などを出  

す者のまとまりである。同時に被醐＼ら逃げ研こ向き合し＼その心情等を理解できるよう努めたいとする反  

応を出している者も同じくくりに含まれる。   

⑤は責†丑噺射謁被害者の川音こ対句‘る記載笥u系る反応を出す者のまとまりである鶏「視点甘栗乳や閣悶」，  

「問い合わせ」等式胤との関係で生じているようであり，純粋こ被害者の測竃等をおもん劫＼る反応を出す者l劫＼りで  

なく，被害音等の日に自分がどのように映る訊許しを得られるのかといった反応も出す者も含まれている。又は両方の  

反応を同時に出す一群もあると考えられる。  



70  中央研究所紀要 第20号  

別添資料2  

表6 第一次調査・反応ごとズ2検定  

番号  カテゴリ名（内容）  

3  していく・し続ける  

5 提案・忠告   

11 恨み   

15 悲しい・淋しい   

17 遺族   

19 加害者   

28 言葉・声・メッセージ   

29 幸せ   

30 考える・考え   

32 再加害防止・更生   

37 視点取得   

38 事件・事故   

40 事件事実   

43 謝罪（許し）   

50 人生・命・将来   

54 責める   

56 対する   

60 努力・頑張る   

62 被害者に責任転嫁しない   

66 被害者を出す   

68 被害者批判等   

72 忘れる・逃げる  

／－≠   ／）仙  
6．24  ．012  

3．937  ．047  

4．637  ．031  

4．008  ．045  

4．896  ．027  

4．845  ．028  

3．506  ．061  

3．428  ，064  

6．362  ．012  

3．564  ．059  

4．394  ．036  

10．13  ．001  

7．449  ．006  

3．042  ．081  

2．712  ．100  

5．013  ．025  

3．05  ．081  

4．652  ．031  

6．934  ．008  

5．618  ．018  

36．057  ．000  

5．736  ．017  

指導前  指導後  合計  

度数  25  

％  29．1％  

度数  6  

％  23．1％  

度数  84  

％  50．3％  

度数  81  

％  35．8％  

度数  18  

％  28，6％  

度数  3  

％  16．7％  

度数  23  

％  31．5％  

度数  6  

％  24．0％  

度数  48  

％  32．2％  

度数  16  

％  29．6％  

度数  38  

％  32．8％  

度数  7  

％  17．5％  

度数  28  

％  62．2％  

度数  41  

％  34．5％  

度数  30  

％  33．7％  

度数  13  

％  26．5％  

度数  54  

％  50．5％  

度数  4  

％  19．0％  

度数  15  

％  25．4％  

度数  18  

％  64．3％  

度数  92  

％  67．2％  

度数  28  

％  30．1％  

61  86  

70．9％  100．0％  

20  26  

76．9％  100．0％  

83  167  

49．7％  100．0％   

145  226  

64．2％  100．0％  

45  63  

71．4％  100．0％   

15  18  

83．3％  100．0％  

50  73  

68．5％  100．0％   

19  25  

76．0％  100．0％   

101  149  

67．8％  100．0％  

38  54  

70．4％  100．0％  

78  116  

67．2％  100．0％  

33  40  

82．5％  100．0％   

17  45  

37．8％  100．0％  

78  119  

65．5％  100．0％  

59  89  

66．3％  100．0％  

36  49  

73．5％  100．0％   

53  107  

49．5％  100．0％   

17  21  

81．0％  100．0％   

44  59  

74．6％  100．0％   

10  28  

35．7％  100．0％   

45  137  

32．8％  100．0％   

65  93  

69．9％  100．0％  

合計  

※自由度は全て1である。  

度数  1749  

％  42．2％  

2392  4141  

57．8％  100．0％   
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表7 第一次調査・受講者ごと   

5 提案・忠告  

9 哀れみ   

11 恨み   

15 悲しい・淋しい   

17 遺族   

18 一生   

19 加害者  

20 家族  

28 言葉・声・メッセージ  

32 再加害防止・更生  

38 事件・事故  

43 謝罪（許し）  

44 謝罪（償い）  

54 責める  

62 被害者に責任転嫁しない  

65 被害者を作る  

72 忘れる・逃げる  

指導受講前後出現の有無・ズ2検定  

指導後  合計  ズ∠値  力値  指導前  

度数  4  

％  22．2％  

度数  22  
％  56．4％  

度数  51  
％  50．0％  

度数  44  
％  36．4％  

度数  12  
％  31．6％  

度数  15  
％  31．9％  

度数  3  

％  20．0％  

度数  65  
％  49．2％  

度数  12  
％  24．5％  

度数  12  
％  28．6％  

度数  6  

％  19．4％  

度数  26  
％  34．7％  

度数  19  
％  29．7％  

度数  10  
％  28．6％  

度数  15  
％  32．6％  

度数  4  

％  18．2％  

度数  22  
％  32．8％   

14  18  

77．8％  100．0％   

17  39  

43．6％  100．0％   

51  102  

50．0％  100．0％   

77  121  

63．6％  100．0％   

26  38  

68．4％  100．0％   

32  47  

68．1％  100．0％   

12  15  

80．0％  100．0％   

67  132  

50．8％  100．0％   

37  49  

75．5％  100．0％   

30  42  

71．4％  100．0％   

25  31  

80．6％  100．0％   

49  75  

65．3％  100．0％   

45  64  

70．3％  100．0％   

25  35  

71．4％  100．0％   

31  46  

67．4％  100．0％   

18  22  

81．8％  100．0％   

45  67  

67．2％  100．0％  

3．711  ．054  

3．126  ．077  

3．177  ．075  

6．413  ．011  

2．799  ．094  

3．456  ．063  

3．705  ．054  

4．428  ．035  

9．662  ．002  

4．927  ．026  

8．81  ．003  

3．932  ．047  

7．429  ．006  

3．94  ．047  

2．979  ．084  

6．535  ．011  

4．784  ．029  

合計  度数  91  117  208  

％  43．8％  56．3％  100．0％  

※自由度は全て1である。   

表8 第一次調査・指導受講前後・対応なしサンプルf検定  

平均値  ．捷  ｛ふ出  有意確率  
才倍  自由度  カテゴリ名（内容）  

指導前  指導後  
り担  ロトり仇   

（両側）  

3  していく・し続ける  

5 提案・忠告  
15 悲しい・淋しい  

17 遺族  

19 加害者  
29 幸せ  

30 考える・考え  

32 再加害防止・更生  
37 視点取得  

38 事件・事故  
54 責める  
58 奪う・断つ・変える  

62 被害者に責任転嫁しない  

68 被害者批判等  
72 忘れる・逃げる  

．52  －2．086  

．17  －1．757  

1．24  －1．922  

．38  －1．893  

．13  －2．270  

．16  －1．765  

．86  －2．265  

．32  －1．808  

．67  －1．925  

．28  －2．948  

．31  －2．040  

．32  －1．657  

．38  －2．748  

．38  1．854  

．56  －2．399  
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※Nは指導前91，指導後117である。  
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○ 事件・被害者関連情報  

罪名   

別添資料5  

第二次調査における対象者情報まとめ  

【受講開始時】  

○ 基本情報  
受講人数  

人数  割合  

強盗致死  

強盗致傷  

強盗  

強盗強姦  

殺人  

自殺関与・同意殺人  

傷害致死  

傷害  

危険運転致死  

危険運転致傷  

業務上過失致死  

業務上過失致傷  

自動車道転過失致死  

自動車運転過失致傷  

その他  

不詳  

2  

11  

4  

2  

62  

2  

56  

18  

7  

3  

18  

4  

76  

15  

10  

5  

0．7％  

3．7％  

1．4％  

0．7％  

21．0％  

0．7％  

19．0％  

6．1％  

2．4％  

1．0％  

6．1％  

1．4％  

25．8％  

5．1％  

3．4％  

1．7％  

開始時  終了時  

男性  263  252  

女性  32  32  

合計  295  284  

人数  割合  

175  59．3％  

107  36．3％  

6  2．0％  

3  1．0％  

4  1．4％  

0～4年  

5～9年  

10～14年  

15～20年  

無期  

合計  295  100．0％  

合計  295  100．0％  刑期起算日からの期間  

死亡被害者数  

差
 
 
 
 
 
偏
 
 

均
大
小
準
 
平
最
長
標
 
 

3
 
3
 
3
 
0
 
 

2
 
7
 
∩
い
 
7
‥
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 

人数  割合  

なし  

1人  

2人  

3人  

4人  

84  28．5％  

198  67．1％   

9  3．1％   

3  1．0％  

1  0．3％  

刑期終了日までの期間  

差
 
 
 
 
 
偏
 
 

均
大
小
準
 
平
最
長
標
 
 

2
 
0
 
3
 
0
 
 

2
 
9
 
∩
い
ー
わ
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 

合計  295  100．0％  

非死亡者数  

人数  割合  

なし  

1人  

2人  

3人  

4人  

5人以上  

176  59．7％  

78  26．4％  

16  5．4％  

13  4．4％   

5  1．7％   

7  2．4％  

主な処遇指標（複数回答）  

人数  割合  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
1
 
2
 
 

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
E
 
E
 
 

1
 
9
 
0
 
2
 
1
 
5
 
3
 
1
 
 

7
 
2
 
3
 
 

2
 
1
 
 

合計  295  100．0％  

共犯者数  

人数  割合  

なし  

1人  

2人  

3人  

4人  

5人以上  

不詳  

233  79．0％  

14  4．7％  

20  6．8％   

7  2．4％   

5  1．7％  

11  3．7％   

5  1．7％  

入所度数  

平均  1．2  

最大  10  

最小  1  

標準偏差  0．98  
合計  295  100．0％  

○ 保護環境  

保護環境の状況（開始時）  

人数  割合  

被害弁償の状況  

人数  割合  

実施済み  

実施中  

未実施  

不明  

67  22．7％  

45  15．3％  

159  53．9％  

24  8．1％  

受入れ可  246  83．4％  

受入れ不可  28  9．5％  

その他  21  7．1％  

合計  295  100．0％  合計  295  100．0％   
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別添資料5  

第二次調査における対象者情報まとめ   

受講開始時本件事件の特徴（複数回答）  

○ 教育受講状況（R4を除く）  

特別改善指導（開始時）  

人数  割合  

なし  208  70．5％  

あり  87  29．5％  
人数  割合  

合計  295  100．0％  
金銭等の利益目的  

事件発覚等を防ぐ目的  

性的な動機  

愛憎・嫉妬など  

嬰児殺  

暴力団等の反社会的集団  

反復性や常習性あり  

飲酒・薬物等の影響下  

虐待  

介護疲れなど先行き悲観  

衝動的な事件  

計画的な事件  

交通関係事件  

自己防衛・被害回避  

否認事件  

12．9％  

4．7％  

1．4％  

16．6％  

2．0％  

4．7％  

6．4％  

23．7％  

3．7％  

6．1％  

25．8％  

11．5％  

43．4％  

7．1％  

1．4％  

8
 
4
 
4
 
9
 
6
 
4
 
9
 
0
 
1
 
8
 
6
 
4
 
8
 
1
 
4
 
 

3
 
1
 
 
 
4
 
 
 
1
 
1
 
7
 
1
 
1
 
7
 
3
 
2
 
2
 
 

1
 
 

処遇類型別指導（生命関連）の受講（開始時）  

なし  292  99．0％  

あり  3  1．0％  

合計  295  100．0％   

一般改善指導（被害者感情理解指導）の受講（開始時）  

受講なし  93  31．5％  

被害者又は遺族等の講話  27  9．2％  

他の被害者感情理解指導  75  25．4％  

上記二つを両方受講  95  32．2％  

不詳  5  1．7％  

合計  295  100．0％  

事件発生からの経過期間  
宗教教議の実施（開始時）  

人数  割合  

なし  179  60．7％  

あり  116  39．3％  

平均  

最大  

最小  

標準偏差  

6
 
7
 
7
 
2
 
 

3
 
2
 
∩
い
 
7
‥
 
 

4
 
 
 
3
 
 合計  295  100．0％  

月命日供養の実施（開始時）  
○ 生活関連情報  
トQ  

人数  割合  

なし  203  68．8％  

あり  92  31．2％  人数  割合  

69未満  47  15．9％  

70～99  217  73．6％  

100以上  31  10．5％  

合計  295  100．0％   

篤志面接の実施（開始時）  

なし  281  95．3％  

あり  14  4．7％  

合計  295  100．0％  

精神疾患  

人数  割合  合計  295  100．0％  

なし  270  91．5％  

あり  25  8．5％  ○ 指導前の姿勢  

他人の話を聞く姿勢（5段階評価）  合計  295  100．0％  

評 価  人数  割合  

非常に悪い   

1   

普 通   

J  

非常に良い  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 
 

3  1．0％  

18  6．1％  

200  67．8％  

68  23．1％   

6  2．0％  

人数  割合  

なし  263  89．2％  

あり  32  10．8％  

合計  295  100．0％  

合計  295  100．0％  

懲罰回数（開始時）  

受講に対する積極性（5段階評価）  
人数  割合  

評 価  人数  割合  
なし  

1回  

2回  

3回  

4回  

5回以上  

196  66．4％  

53  18．0％  

23  7．8％   

7  2．4％   

6  2．0％  

10  3．4％  

非常に消極的  

J   

普 通  

1  

非常に積極的  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 
 

7  2．4％  

25  8．5％  

192  65．1％  

55  18．6％  

16  5．4％  

合計  295  100．0％   
合計  295  100．0％  



91   刑事施設における被害者の視点を取り入れた教育に関する研究（その2）  

篤志面接の実施（終了時）  別涛資料5  

第二次調査における対象者情報まとめ  

【受講終了時】  

○ 生活関連情報  

懲罰回数（終了時）  

訂打 汀㌃ 

なし  243  85．6％  

1回  31  10．9％  

2回  9  3．2％  

3回  0  0．0％  

4回  0  0．0％  

5回  1  0．4％  

人数  割合  

なし  276  97．2％  

あり  8  2．8％  

合計  284  100．0％  

O R4受講状況  
R4の修了状況  

人数  割合  

修了  262  92．3％  

未修了  22  7．7％  

合計  284   100．0％  

合計  284  100．0％  
未修了の理由  

人数  割合  ○ 保護環境  

保護環境の状況（終了時）  

人数  割合  

仮釈放  

調査・懲罰  

病気休養  

その他  

2  9．1％  

5  22．7％  

1  4．5％  

14  63．6％  
受入れ可  245  86．3％  

受入れ不可  25  8．8％  

その他  14  4．9％  
合計  22  100．0％  

合計  284  100．0％  
受講単元数  

単元数  人数  割合  ○ 教育受講状況（R4を除く）  
特別改善指導（終了時）  

1～4  

5～9  

10～14  

15～20   

8  2．8％  

106  37．3％  

158  55．6％  

12  4．2％  

人数  割合  

なし  217  76．4％  

あり  67  23．6％  
合計  284   100．0％  

合計  284   100．0％  

構成人員  
特別改善指導の種類（開始時及び終了時：複数回答）  

人数  割合  人数  割合  

3名以下  

4名  

5名  

6名  

7名  

8名  

9名  

11  3．9％  

40  14．1％  

57  20．1％  

46  16．2％  

26  9．2％  

64  22．5％  

40  14．1％  

1．7％  

1．0％  

0．0％  

40．3％  

9．2％  

1
 
2
 
3
 
5
 
6
 
 

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
 

5
 
3
 
0
 
9
 
7
 
 

1
 
2
 
 

1
 
 

一般改善指導（被害者感情理解指導）の受講（終了時）  

人数  割合  

受講なし  189  66．5％  

被害者又は遺族等の講話  7  2．5％  

他の被害者感情理解指導  72  25．4％  

上記二つを両方受講  11  3．9％  

不詳  5  1．8％  

合計  284  100．0％  

O R4内容・受講状況  
総単元数  

単元数  人数  割合  

4～7  

8～11  

12，13  

18以上  

27  9．5％  

130  45．8％  

109  38．4％  

18  6．3％  

合計  284   100．0％  

宗教教誌の実蜂（終了時）  

人数  割合  

なし  179  63．0％  

あり  105  37．0％  

合計  284   100．0％  

被害者関係者の参加（複数回答）  合計  284   100．0％  

参加者  人数  割合  

月命日供養の実施（終了時）  なし  

被害者遺族  

被害者本人  

被害者団体  

その他  

140  49．3％  

59  20．8％   

3  1．1％  

77  27．1％  

41  14．4％  

人数  割合  

なし  221  77．8％  

あり  63  22．2％  

合計  284   100．0％  
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別添資料5  

第二次調査における対象者情報まとめ  

被害者（遺族）との対話・講話  

生活設計についての指導  

単元数  人数  割合  

なし  

1  

2  

3  

4  

5以上  

53  18．7％  

127  44．7％  

50  17．6％  

33  11．6％   

5  1．8％  

16  5．6％  

単元数  人数  割合  

なし  

1  

2  

3  

4  

216  76．1％  

34  12．0％  

12  4．2％  

20  7．0％   

2  0．7％  
合計  284   100．0％  

受講時の聞く姿勢（5段階評価）  合計  284   100．0％  

評 価  人数  割合  
ビデオ視聴  

非常に悪い  

↓   

普 通   

1  

非常に良い  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 

1  0．4％   

9  3．2％  

123  43．3％  

84  29．6％  

67  23．6％  

単元数  人数  割合  

なし  

1  

2  

3  

4  

5以上  

64  22．5％  

135  47．5％  

10  3．5％  

21  7．4％  

23  8．1％  

31  10．9％  

合計  284   100．0％  

受講時の発言状況（5段階評価）  

合計  284   100．0％  評 価  人数  割合  

非常に消極的  

J   

普 通  

1  

非常に積極的  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 
 

4  1．4％  

25  8．8％  

124  43．7％  

94  33．1％  

37  13．0％  

録音教材視聴  

単元数  人数  割合  

なし  205  72．2％  

1  69  24．3％  

2  10  3．5％  
合計  284   100．0％  

合計  284  100．0％  

受講終了時の評価（5段階評価）  
グループワーク  

評 価  人数  割合   

単元数  人数  割合  E   

D   

C   

B   

A  

その他  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 
 

0  0．0％  

10  3．5％  

138  48．6％  

89  31．3％  

44  15．5％   

3  1．1％  

2以下  

3～5  

6～10  

11以上  

49  17．3％  

116  40．8％  

79  27．8％  

40  14．1％  

合計  284   100．0％  

合計  284   100．0％   
ロールレタリング  

単元数  人数  割合  

なし  

1  

2  

3  

4  

5以上  

70  24．6％  

62  21．8％  

106  37．3％  

28  9．9％  

1  0．4％  

17  6．0％  

合計  284   100．0％  
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別添資料6 第二次調査における調査票1の分析結果  

表1第二次調査・抽出されたカテゴリー   

力リ  
ヵテゴリ名（内容）   

稔反応致（合計：11793／のベ567名）  該当反応産出人数（270名）   平均反応致  

指導前 指導後 合計  ％  指導前 指導後 合計  ％  指導前 指導後 全体   

1 （被害者の）ために   56   36   92   0．89ム  26   24   50   9．3％  ．19  ．13  ．16   

2  これから（これから，この先．今後，出所後．社会復帰後等）   75   83  158  1．3％  56   59  115  21．3％  ．25  ．31  ．28   

3  していく・し続ける   102  132   234   2．0％  66   79  145  26．9％  ．37  ．49  ．43   

4  疑問（許してくれるだろうか？．侍は治っただろうか？等一 比較的クローズドな開い）   251  222   473   4．0％  92   84  176  32．6％  ．86  ．82  ．84   

5  凍案・忠告（～しなくてはいけない・～するべきだ等）   50   58  108   0．9％  31  39   70 13．0％  ．16  ．21  ．19   

6  問い合わせ（どう償えばよいだろうか？．どんな気持ちだっただろうか？等．比較的オープンな開い）  552   528 1080   9．2％  170  177   347  64，3％  1．94  1．95  1．94   

7  要望（～してほしい．～したい等）   198   287   485   4．1％  108  130   238  44．1％  ．68  1．04  ．86   

8  できる   139  154   293   2．5％  88   93  181  33．5％  ．47  ．57  ．52   

9  哀れみ（かわいそう．気の毒等）   67   41  108   0．9％  53   36   89  16．5％  ．23  ．15  ．19   

10  後悔（後悔している，～しておけばよかった等）   69   72  141  1．2％  51   54  105  19．49ら  ．24  ．26  ．25   

11 恨み（恨む，憎む．呪う，許さない等）   114  122   236   2．0％  76   79  155  28．7％  ．41  ．44  ，42   

12  残念（残念，無念．台無しにした．－したかった等）   57   72  129  1．1％  38   45   83  15．49乙  ．21  ．27  ．24   

13 体が悪い状態（障害を負った一 線追癒が残った，大けがをした等）   170   201  371  3．1％  91  113   204  37．89も  ．56  ．74  ．65   

14  怒り（怒り．怒っている．憤り，腹が立つ，キレる等）   105  121  226  1．9％  76   87  163  30．2％  ．35  ．44  ．39   

15 悲しい・淋しい（悲しい，つらい，みじめだ．さみしい，泣く等）   361  365   726   6，2％  165  149   314  5臥1％  1．27  1．34  1．30   

16 不安・困惑（不安，心配，気がかり．因っている，うろたえている，動揺している等）   72   99  171  1．5％  49   72  121  2乙49ム  ．24  ．37  ．30   

17  追放   2柑   392   610   5．2％  61   85  146  27．0％  ．79  1．44  1．11   

18  一生   71 102  173  1．5％  55   73  128  23．7％  ．24  ．37  ．31   

19  加害者   103  197   300   2．5％  54   67  121 22．49ら  ．36  ．72  ．54   

20  家族（家族，父．母，子ども，親戚．親族，身内等）   664   607 1271 10．89a  183  182   365  67．6％  2．30  2．21  2．26   

21 会う（会う，お目に掛かる－ 訪ねる等（会わないも含む））   166   210   376   3．2％  98  119   217  40．2％  ．58  ．78  ．68   

22  回複・元気・前向き（回復．元気．順調．うまくいく等）   64   76  140  1．2％  41   50   91 16．9％  ．22  ．28  ．25   

23 気持ち（気持ち，感情．気分．心理，心境．内面等）   382   385   767   6．5％  160  179   339  62．89ム  1．30  1．40  1．35   

24  金銭的賠償（損害賠償，弁依，慰謝料，保証金等）   41   46   87   0．7％  29   38   67  12．4％  ．13  ．17  ．15   

25 昔・痛・恐怖（苦しい，痛い．怖い．恐ろしい．苦労する等）   218   293   511  4．3％  110  146   256  47．49ム  ，74  1．08  ，91   

26  見る   78   84  162  1A％  57   53  110  20A％  ．28  ．31  ．30   

27  言う・伝える   127  131  258   2．29ム  77   83  160  29．6％  ．46  ．49  ．47   
28  言葉・声・メッセージ   42   45   87   0．7％  31   32   63  11．7％  ．15  ．16  ．16   

29  幸せ（幸せ，しあわせ，幸福等）   35   40   75   0．6％  26   29   55  10．2％  ．12  ．15   ユ3   

30  考える・考え   199   240   439   3．7％  107  127   234  43．3％  ・甲 ・86 ．76   

31 今   211  207   418   3．5％  110  107   217  40．2％  ，70  ．76  ．73   

32 再加害防止・更生（二度と佑つけない，これ以上被害者を作らない，更生する等）   43   93  136  1．2％  29   50   79  14．6％  ．13  ．34  ．24   

33  殺した   11  13   24   0．2％  10    9   19   3．5％  ．04  ．04  ．04   

34  思う（思う，思い出す，（推測の）だろう等）   622   496 1118   9．5％  185  174   359  66．5％  2ユ6  1．83  1．99   

35 支援・援助（力になりたい．支えたい．役に立ちたい等）   68   79  147  1．2％  47   58  105  19．49る  ．24  ．29  ．26   

36 私（私．俺．供，私のこと，自分等）   735   689 1424  12．1％  197  183   380  70．49ム  2．52  2．51  2．52   

37 視点収得（被害者の立場・気持ちになる等）   102   98   200  1．7％  71   64  135  25．0％  ．35  ．36  ．36   

38 事件・事故   103  127   230   2．0％  62   79  141  26．1％  ，36  ．47  ．41   

39 事件の重大性（とんでもないことをしてしまった．ひどいことをした．緩い佑を負わせた等）   50   29   79   0．7％  42   26   68  12．6％  ．18  ．10  ．14   

40  事件事実（殴った，刺した．逃げた等）   79   74  153  1．3％  38   38   76  14．1％  ．28  ．26  ．27   

41 自己問題理解（被害者の気持ちをよく考えるべきだった，見捨てず助けるべきだった等）   42   33   75   0．6％  25   27   52   9．6％  ．15  ．12  ．14   

42  謝罪（謝罪したい，申し訳ない，許してほしい．悪かった等）   805   822 1627  13．8％  232   229   461  85．49ふ  2．75  3．01  2．88   

43  謝罪（許し）（謝罪のうち．「許し」に関する内容）   117  146   263   2．2％  84   94  178  33．0％  ．41  ．53  ．47   

44  謝罪（解い）（謝罪のうち「解い」に関する内容）   138  150   288   2．49a  86  102  188  34．89ム  ．50  ．56  ．53   

45 取り返しのつかなさ（取り返しのつかないことをした，二度と戻ってこない等）   50   55  105   0，9％  41   42   83  15．49ム  ．18  ．20  ．19   

46 周囲の人・関係者（被害者だけではなく，周りの人も被害者だ等）   85   77  162  1．49ム  57   61  118  21．9％  ．30  ．28  ，29   

47  紡つけた   31   28   59   0．5％  20   24   44   8．1％  ．10  ．10  ．10   

48  心   106   93  199  1．7％  69   53  12222．6％  ．37  ．34  ．35   

49  心から   11  12   23   0．2％  7   12   19   3．5％  ．03  ．04  ．04   

50  人生・命・将来（命を奪った．将来があった．人生の半ばだった等）   126  148   274   2．3％  78   87  165  30．6％  ．43  ．54  ．49   

51 生きる   104  123   227  1．9％  65   84  149  27．6％  ．36  ．46  ．41   

52 生き返らせる（生き返ってほしい．元に戻したい等）   6   12   18   0．2％  5   12   17   3．1％  ．02  ．04  ．03   

53  生活・仕事・経済（生活，日常，仕事，経済面，お金で苦労していないだろうか等）   195   246   441  3．7％  101  127   228  42．2％  ．65  ．9〔） ．78   

54 責める（責める．自責の念．責められた，非難された等）   10   20   30   0．3％  9   17   26   4．89も  ．04  ．07  ．06   

55  責任の受容（自分の責任だ，悪いのは供だ．どんなに非難されても仕方ない等）   31   34   65   0．6％  20   28   48   8．9％  ．10  ．12  ．11   

56  対する   288   258   546   4．6％  114  102   216  40．0％  ．97  ．93  ．95   

57  大切・大事・重要   33   42   75   0．6％  27   33   60  11，1％  ．11  ．15  ．13   

58  奪う・断つ・変える（奪ってしまった．奪われた．断った．壊した，変わってしまった等）   97   92  189  1．6％  62   57  119  22．0％  ．32  ．33  ．33   

59  天国（天国，彼岸，あの世等）   16   17   33   0．3％  10   16   26   4．89ム  ．06  ．06  ．06   

60  努力・頑張る（努力したい．頑張らねばならない．努めたい．精一杯やる等）   25   42   67   0．6％  20   34   54  10．0％  ．08   ユ6  ，12   

61 被害   18   23   41  0．3％  14   17   31  5，7％  ．06  ．09  ．07   

62  被害者に責任転嫁しない（被害者は何も悪くない．非はない．責任はない等）   64   60  12∠i l．1％  46   49   95  17．69ム  ．21  ．22  ．22   

63  被害者の視点を取り入れた教育（被害者教育，R4．被害者から学ぷ等）   13   28   41  0．3％  10   23   33   6．1％  ．05  ．10  ．08   

64  被害者の要求（被害者を主格とした，～して欲しい．～を望む．求める等）   38   58   96   0．89占  35   44   79 14．6％  ．14  ．21  ．18   

65  被害者を作る   24   43   67   0．6％  17   37   54  10．0％  ．08  ．16  ．12   

66  被害者を出す   35   21   56   0．5％  29   18   47   8．7％  ．12  ．08  ．10   

67 被害者支援団体（被害者の会．被害者の集まi），被害者同士の支え合い等）   10   12   22   0．29も  7   10   17   3．1％  ．03  ．04  ．04   

68 被害者批判等（被害者が悪い．同情の余地はない．信号無視をした等）   139  194   333   2．89ム  45   36   81 15．0％  ．49  ．60  ．54   

69  分かる・知る・理解する   195   232   427   3．6％  102  126   228  42．2％  ．66  ．86  ．76   

70  開く   36   45   81  0．7％  31   34   65  12．0％  ．13  ．16  ．14   

71 亡くなる（亡くなった．死んだ．息雇引き取った．この世から旅立った等）   132  119   251  2．1％  87   83  170  31．5％  ．45  ．43  ．44   

72 忘れる・逃げる（忘れたい，逃げたい．忘れてはならない．逃げてはならない．向き合っていく等）  104  177   281  2．49も  67  109  176  32．6％  ．34  ．66  ．50   

73  冥福を祈る（手を合わせる，供養する，線香をあげる，宗教毅訪等）   147  171  318  2．7％  84  104  188  34．8％  ．53  ．63  ．58   

74  友人   72   61  133  1．1％  51   41   92  17．0％  ．25  ．23  ．24   

75  褒め・賞賛・好き・感謝（医しい，愛している，尊敬．感謝している，恩返し等）   178  164  342   2．9％  73   61  134  24．8％  ．62  ．59  ．61   

76  連絡（連絡，手敵．電話等）   51   80  131  1．1％  41   52   93  17．2％  ．18  ．30  ．24   

77  話・話合い   39   53   92   0．89る  29   44   73  13．5％  ．13  ．19  ．16   

Sl 被害者は   1886  2094  3980  33．7％  218   224   442  81．99ら  6．63  7．66  7．15   

S2  被害者の   1520 1600  3120  26．5％  221  220   441  81．7％  5．11  5．86  5．49   

S3  被害者に   967   999 1966  16．7％  221  212   433  80．2％  3．30  3．68  3．49   

S4  被害者を   190   229   419   3．6％  100  106   206  38∫％  ．64  ．朗  ．74   

S5  被害者から   21   40   61  0．5％  16   24   40   7A％  ．08  ．15  ．11   

S6  被害者，   619   790 1▲iO9  11．9％  73   74  147  27．2％  2．22  2．86  2．54   

S7 被害者と   207   207   414   3．5％  99  109   208  38．5％  ．72  ．76  ．74   

S8  被害者とは   14    ム   16   0．1％  12    2   14   2．6％  ．05  ．01  ．03   

S9 被害者も   20   48   68   0．6％  14   26   40   7A％  ．06  ．16  ．11   

合計   5549  6202 11751  99．6％  269   269   538  99．6％  19．27  22．77  21．02   

※該当反応産出人数及び平均反応数は．受講前後のデータがそろっている270名が母数である。うち1名は前後ともその回答はカテゴリ化不能であった。  
11793反応申42反応（0．49ム）はカテゴリ化できなかった。また，1121反応（9．5％）は刺激語でしかカテゴリ化できなかった。   
カテゴリ化できなかった反応の岡：「被害者らしい」，「被害者だらけ」等の意味付けが困難な反応。「被害者意識」等．意味付けは可能だが反応数が少ないものなど。   
利敵語のみにカテゴリ化された反応の例：「被害者は61歳だ」．「被害者は男だ」，「被害者になる」，「被害者の行動」等．属性に係る記載やそれだけでは意l刺寸けが困雉な反応。   
Sl～S9のSは刺激語の意である。第一次調査では利敵語の助詞を固定しているため．S6～S9に該当する回答はない。   
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表2 第＝次調査。反応ごと・対敵析布置図  

対称的正規化  

ーコ．5  －2、0  －1、5  －1．0  －0、5  0、0  0．5  1、0  ‘ト5  コ．0  

次元1  

反応内容の全体的な傾向を見るべく，全11793反応について，抽出したカテゴリーの01行列に対し対応分析を  

行し＼布置図を作成し危   

なお「棚，閣者と」，「話・話合い」，闇者を」，頂蔓した」，闇者を作る」，「’被害者を出す」，「’支  

援・援助」，「再加害防止・更生」は，極端な値を取り全†祝C構造を布置図として把握することが難しくなるため これら  

l粛甫助力テゴリとし危   

その結果反応内容をおおむね九つに分類することができた。   

さらに細分化する湯島 内吾陀霊場め唄込まれる部分にスラッシュを胱   

① ＜加害行為と被害者の視点を取り入れた教育＞  

闇繭量」「人生・命・将来」「奪う・断つ・変える」「R4」   

② ＜被害者心情堰断と冥福広祈り＞  

「冥福を祈る」／「言葉・声・メッセージ」「被害者のために」観閲碧毒力＼ら」「聞く」／「儲支  

援団体」「考える・考え」「気侍ら」   

③ ＜謝罪＞  

「適乳／「会う」「言射罪（償し¶」「言胱」「一金塊ヨ領訝賞」「‾対する」「被害者に」n山から」   

④ ＜事件事実と被害者の持徴＞  

口司囲の人・閲衝動「「褒め・賞賛・好き・感喜軌「天国」闇ま」「封樽麦」「亡くなる」   
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⑤ ＜被害者への想し1（責任や哀れ劫＞  

闇者に責†頚云嫁しない」博吉も」「加害者」「被害音丑伴鳳「哀肋」  

⑥ ＜事件の重大性と被害者の実情理解＞  

「責める」闇者を出す」「怒り」「殺した」「悩別儀」「取り返しのつ力＼なさ」／「事件・軌「私」  

「生きる」闇者の要求」「疑問」「回復・元気・前向き」「残念」  

⑦ ＜力画調至受容と許し・後悔＞  

「言う・伝える」「責任の蕗」指射罪（許U」／「傷つけた」闇者と」「思う」闇牛の重大性」「要望」「支援・  

援眈」「問い馳「後悔」「‘被害者を作る」「被害」働  

⑧ ＜遺族等と向き合うこと，再力献上・更生等Iコ系る努力と継続性＞  

「できる」「一生」「していく・し焼ける」／「遠方知「生き返らせる」／「これから」「自瑚軋「■提案・  

忠告」「努力・頑張る」「話・話合い」「一助鷹防止・更生」「忘れる・逃げる」  

⑨ ＜被害詠7：疾情理解（その家族笥こ関する内容＞  

n軋」「分力＼る・知る・王朝悶‾る」「家石丸「見る」懐古・仕事・家族」「大切・大事・重要」／潤め憶しⅥ億」  

「嘗・痛・恐怖」「態Uい・寂し人1」「今」闇者とは」「不安・困惑」「幸せ」／「友人」  
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表3 第二次調査・反応ごと・クラスター分析棒形図  

Ward法を使用するデンドログラム  

再調整された踵種クラスタ結合  
8  5  10  15  20  5   

全11793反応につい‾こ抽出したカテゴリーの01行  

列に対しカテゴリカル主成分分析を行い，固有値1以上  

の35成分を抽出した∴同成分の成分負荷行列に対し階  

層的クラスター分析（抽出法：肌bd5去測定方法：平方ユ  

ークリッド距紬を実施しノこ棒鋼ヲ図を作成した。   

距離15と20の中間を目安に区切ると五つのクラス  

ターにまとまっ7己   

① くクラスター1＞  

「人生・命・将来」「奪う・断つ・変える」   

② ＜クラスター2＞  

「疑問」「回復・元気・前向き」「体が悪し嚇憩」n山」  

「事件の重大性」   

③ ＜クラスタ十3＞  

「考え・考える」「視点珊蔓」「R4」働＼ら」  

「家乳「’被害者の」「悲u′1・寂u几「苫・痛・恐  

怖」「気侍ら」ほ）力＼る・知る・理解する」   

④ ＜クラスター4＞  

「問い合佃軋「できる」「対する」闇者に」「謝乳  

巧射罪償しV」   

⑤ ＜クラスター5＞  

その他  

⑤については距離15を日安に次の3クラスターに分  

類された。なお，さらに細分化する場合，内部で分岐が見  

込まれる部分にスラッシュを入れた。   

A ＜クラスターA＞  

「言葉・声・メッセージ」「聞く」「恨み」「言射罪（許u」  

持古・話合い」闇者と」「力［摩嵩」闇者も」   

B ＜クラスターB＞  

「傷つけa「一被害」「責任の熟」「被害者に責任転  

嫁しない」「怒り」「周囲の人・関†蕪乳「友人」「被害  

者は」／「後悔」愕組／闇者をイ乍る」「被害  

者を」「‾取り返しのつ力＼なさ」「亡くなる」「提案・忠  

告」「殺した」闇群山等」「言う・伝える」恥め＼  

ら」憫奮者とは」馳「生き返らせる」闇者  

謝本」「‘支援・援助」「事件事芙」「自瑚軋  

「大切・大事・重要」「褒め・賞賛・好き・感謝」「被  

害乾」   

C ＜クラスターC＞  

「要望」「胡ぎ害者の要求」／「－残念」「生きる」「■被害  

者のために」働・頑張る」闇鷹防止・更生」／  

「しノていく・し兼売ける」ト且「事件・事故」「忘れ  

る・逃げる」／「為る」閻」「今」「思う」「私」／  

「不安・囲惑」「生活・仕事・紹済」「幸せ」「金銭的  

賠償」胤「会う」胤「これから」「被害者を  

出す」「冥福を祈る」   
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表4 第＝次調査・受講者ごと・文部拙析布置図  

対称的正規化  

ー2．0  －1．5  －1．0  一口．5  0．0  0．5  1．0  1．5  

次元1  

受講者ごとで巨訂誘轍本的な傾向を見るべく，のべ567名の要請書の反応に対し京助析を行し＼布置図  

を作成漉   

なお 闇伴鳳，「領害者」「被害者支援団体」，「褒め・賞賛・好き・感謝」，Ⅶ廣篭」力斗薮巨の対象者に集中  

し外川直とじて全体の構造に歪みが生じたたぬ これらを補助カテゴリとじて分析を行った。   

結果からl去 おおむね11のまとまりが確認された。   

さらに細分化する場合，内部で分岐が貝込まれる部分にスラッシュを耽   

① ＜被瑚体＞  

「棚（タけ¶直のためプロットせ琉座儒は次元1：224，次元2：－2．115）   

② ＜被害者から責められる＞  

「責める」「禍害者と」／闇若から」   

③ ＜被害音の声・賠賞と被害者の視点を取り入れた教育＞  

「言葉・声・メッセージ」「‾被害者の」「被害＝笥戯排賠償」闇至絶」「視点据罵」／「R4」頂訂する」   

④ ＜加害行為と謝罪＞  

「⊥生」「認罪」「後悔」「謝罪（償しV」闇者のために」／「話・話合い」「気持ら」「冥福を祈る」「■考える・考  

え」闇者lコ「被害者を作る」「奪う・断つ・変える」「傷つけ融「人生・命・将来」n餌」   

⑤ ＜事件事実と被害者′＼の想し1＞  

「事件事実」「褒め・賞賛・好き・感謝」「殺した」「被害者批判等」闇ま」  
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⑥ ＜被害者・その家族等の実情理解＞  

「怒り」「悲しい・寂しんu「被害者を」「被害者とは」「周囲の人・閲隔乳／徽「友人」／「哀れ弘」「亡  

くなる」「体が悪しⅥ億」胤「支援・援助」  

⑦ ＜被害者の無念・非のなさ＞  

「罵る」「言う・伝える」／「被害者に轟陸相家しなしu「恨み」「生きる」／「礪怠」  

⑧ ＜取り返しのつ力髄向き合う努力＞  

「苫・痛・恐怖」「聞く」「被害者を出す」「提案・忠告」「生き返らせる」／柁射罪（許uJ「努力・頑張る」周文  

り返しのつ力＼なさ」巧安・困惑」「大切・大事・重要」「生活・仕事・総軋／「会う」「忘れる・逃げる」  

⑨ ＜遺族と再加害防止・更生・継続性＞  

「していく・u売ける」「盲勒献上・更生」／「これから」／n山力＼ら」／儲知  

⑩ ＜事件の重大性事件を起こすに至った自己β潤題陛設窃朝牢＞  

Ⅶロ害者」「思う」「含」／「できる」「分力＼る・知る・理解する」／「事件の重大性」「自棚引「問い合  

わせ」「■要望」「私」闇牛・事故」  

⑪ ＜被害者の宰臨 要求＞  

「回復・元気・前向き」「被害者の要求」「疑問」簡」問」／儲」   
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表5 第二次調査・受講孝ごと・クラスター分析樹形図  

Ward法を使用するデンドログラム  

再調整された距離クラスタ結合  
O  S  10  t5  2ロ  S  のべ567名の箋講毒の反応に対し主成分分析を行い  

固有値1以上の31成分を抽出した。同成分の成分負荷行  

列に対しβ滑勺クラスター分析（抽出法：W由d法∴測定  

方法：平方ユークリッド距輔を実施しスニ棒肝杉図を作成し  

た。   

距離15を日安に区切ると，六つにまとまった。   

さらに細分化する場合，内部で地境込まれる部分に  

スラッシュを耽   

① ＜クラスター1＞  

「▲被害者の」「被害者に」頂訂する」「気持ら」「R4」  

巧射罪」巧射罪償しV」／「視点取得リ口癖害者から」  

「書葉・声・メッセージ」「じていく・し諸売ける」「考  

える・考え」「■努力・頑張る」   

② ＜クラスタ「2＞  

「▲要望」「‘分力＼る・知る・理解する」「罵る」「言う・  

伝える」「搬／「幸せ」「一生きる」「大切・  

大事・重要」「残念」「問い馳「できる」「今」「思  

う」惰山「事件・事牧」   

③ ＜クラスタ†3＞  

闇軌「褒め・賞賛・好き・感謝」「’殺した」闇  

者牡伴鳳「事件事実」「亡くなる」闇ま」   

④ ＜クラスター4＞  

「‾聞く」「話・話合しu「会う」閲漂着と」「遺族」「連  

絡」巧こ安・困惑」「一生活・仕事・総斉」／「‘疑問」「回  

復・元気・前向き」／「■生き返らせる」「友人」   

⑤ ＜クラスター5＞  

「被害者とは」「哀れみ」「被害」［岳つけ且「周囲の  

人・関†緒」「封牛の重大性」「怒り」蘭書に責任  

転嫁しなしu「訝王の受容」／「儲」「加害音」  

「自瑚軋闇者を出動閣者を」「支援・  

援助」／n山」「体が悪しⅦ頓軋「苫・痛・恐怖」「悲  

uト寂し人1」   

⑥ ＜クラスター6＞  

闇者も」闘「責める」闇領吉  

償」「天国」「鳩め＼ら」帽射罪（許uJ「庇射／「冥福  

を折る」闇者のために」「再加害防止・更生」「こ  

れから」閲奮者を作る」畷案・忠告」「忘れる・逃  

げる」「‾一生」／帽又り返しのつかなさ」「後悔」「奪  

う・断つ・変える」り＼生・命・将来」  
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表6 第二次調査・指導受講前後・McNemar検定  

指導後  カテゴリ   

番号   

7  要望  

9  哀れみ  

ズ2値   有意確率  カテゴリ名（内容）  指導前   
なし  あり  

106  

34  

203  

31  

133  

24  

171  

27  

168  

17  

166  

31  

186  

17  

118  

33  

51  

40  

95  

29  

100  

43  

203  

17  

165  

26  

208  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

なし  

あり  

56     4．900  ．027  

74  

14  5．689  ．017  

22  

46  6．300  ．012  

67  

50  6．286  ．012  

22  

41  9．121  ．003  

44  

49  3．613  ．057  

24  

30  3．064  ．080  

37  

54  4．598  ．032  

65  

59  3．273  ．070  

120  

65  13．032  ．000  

81  

63  3．406  ．065  

64  

38  7．273  ．007  

12  

43  3．710  ．054  

36  

20  4．018  ．045  

13  体が悪い状態   

16  不安・困惑   

17  遺族   

18  一生   

19  加害者   

21 会う   

23  気持ち   

25  苦・痛・恐怖   

30  考える・考え   

32  再加害防止・更生   

38  事件・事故   

39  事件の重大性   

44  謝罪（償い）   

48  心   

51  生きる   

52  生き返らせる   

53  生活・仕事・経済   

60  努力・頑張る   

63  被害者の視点を取り入れた教育   

65  被害者を作る   

66  被害者を出す   

69  分かる・知る・理解する   

72  忘れる・逃げる   

73  冥福を祈る   

77  話・話合い   

S8  被害者とは   

S9  被害者も  

36  6  

135  49  2．744  ．098  

33  53  

179  22  3．750  ．053  

38  31  

161  44  4．696  ．030  

25  40  

256  9  3．273  ．065   

2  3  

106  63  6．250  ．012  

37  64  

221  29  3．841  ．050  

15  5  

240  20  5．333  ．021   

7  3  

225  28  10．028  ．002   

8  9  

12  2．857  ．091  

6  

66  4．898  ．027  

60  

66  18．678  ．000  

43  

49  4．628  ．031  

55  

37  3．322  ．068  

7  

2  5．786  ．013  

0  

24  3．361  ．067  

2  

229  

23  

102  

42  

137  

24  

137  

29  

204  

22  

256  

12  

232  

12  

※Nは270，自由度は1である。有意確率の斜体は2項検定における正確確率である   
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表7 第二次調査・指導受講前後・対応のあるr検定  

カテゴリ   

番号  

平均値  山  有意確率  
カテゴリ名（内容）   

していく・し続ける  

要望  

哀れみ  

体が悪い状態  

不安・困惑  

遺族  

一生  

会う  

金銭的賠償  

苦・痛・恐怖  

考える・考え  

再加害防止・更生  

思う  

事件・事故  

事件の重大性  

謝罪  

謝罪（許し）  

人生・命・将来  

生きる  

生き返らせる  

生活・仕事・経済  

責める  

努力・頑張る  

才値  
指導前   指導後  

‥但   
（両側）  

3
7
9
1
3
1
6
1
7
1
8
2
1
2
4
2
5
3
0
3
2
3
4
3
8
3
9
4
2
4
3
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
6
0
6
3
6
4
6
5
6
6
6
9
7
2
7
6
7
7
S
l
㍊
椚
二
出
精
〓
胡
朗
 
 

．49  －1．819  ．070  

1．04  －3．680  ．000  

．15  2．621  ．009  

．74  －2．787  ．006  

．37  －2．467  ．014  

1．44  －4．230  ．000  

．37  －2．708  ．007  

．78  －2．775  ．006  

．17  －1．692  ．092  

1．08  －3，949  ．000  

．86  －2．305  ．022  

．34  －3．196  ．002  

1．83  2．256  ．025  

．47  －1．677  ．095  

．10  2．313  ．022  

3．01  －1．697  ．091  

．53  －2．204  ．028  

．54  －2．070  ．039  

．46  －2．077  ．039  

．04  －1．739  ．083  

．90  －2．902  ．004  

．07  －1．834  ．068  

．16  －2．377  ．018  

．10  －2．114  ．035  

．21  －2．103  ．036  

．16  －3．112  ．002  

．08  1．692  ．092  

．86  －2．170  ．031  

．66  －4．750  ．000  

．30  －2．420  ．016  

．19  －1．692  ．092  

7．66  －2．565  ．011  

5．86  －2．203  ．028  

3．68  －1．939  ．054  

．84  －2．296  ．022  

．15  －1．939  ．054  

．01  2．715  ．007  

．16  －2．543  ．012  

．37  

．68  

．23  

．56  

．24  

．79  

．24  

．58  

．13  

．74  

．67  

．13  

2．16  

．36  

．18  

2．75  

．41  

．43  

．36  

．02  

．65  

．04  

．08  

被害者の視点を取り入れた教育  ．05  

被害者の要求  

被害者を作る  

被害者を出す  

分かる・知る・理解する  

忘れる・逃げる  

連絡  

話・話合い  

被害者は  

被害者の  

被害者に  

被害者を  

被害者から  

被害者とは  

被害者も  

．14  

．08  

．12  

．66  

．34  

．18  

．13  

6．63  

5．11  

3．30  

．64  

．08  

．05  

．06  

反応数  

※全てNは270，自由度は269である。  

19．27  22．77  －5．874  ．000  
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表8 第二次調査・決定木分析  

ノード  インデックス   観測  
予測値 相対リスク  

後  推定値  標準誤差   

6  169．2％   176  94  65．2％   ．398     ．021   
10  141．8％   後  121  149  55．2％   

8 119．4％  55．0％  45．0％  60．2％  

9 101．1％  

7  85．7％  

4  45．2％   

忘れ古逃げ竜  
星田整P伯＝0．0ロ0．カイエ桑＝1q眉8専一  

dr巨・1  

「忘れる・逃げる」反応なし  「忘れる・逃げる」1以上  

媚害者を作る  
調整P侶＝0．010∴わイ2桑＝日月5日．  

df＝・1  

媚害者を出す  
調整P侶＝0．011．カイ2桑＝臥4ヨ乳  

df＝1  

「被害者を出す」反応なし   「被害者を作る」反応なし   「被害者を作る」1以上  「被害者を出す」1以上  

ノード5   

カテコl」 髄   n  

台喜十   2丁眉一ほ氾  

していくし絹ける  
調整P伯＝ロ．ロ斗斗，カイ2桑＝5．9年1．  

df＝・1    ■ l l  
「していく・し続ける」反応なし 「していく■し続ける」1以上  

不安匡】慧  
調整P伯＝0．ロqロ∴わイ三乗＝臼．10∈l．  

df＝・1   ■ l l  
「不安・困惑」反応なし  「不安・困惑」1以上  

＿ノードg  

カテコリ 髄   n  

ノード自  

力チコリ ％   n  

台菖十   1丁眉 白5   台喜十   1：≧．ヰ 臼丁  
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表9 第一次調査・被害者からとの共起・反応数ごとのズ2検定  

番号  カテゴリ名（内容）  

11 恨み   

18 一生   

26 見る   

54 責める   

68 被害者批判等   

70 聞く  

2値 ≡墜  」   

7．533  ．006  

4．645  ．031  

3．794  ．051  

4．845  ．028  

16．077  ．000  

3．909  ．048  

3．52  ．061  

指導前  指導後  合計  

37  26  63  

58．7％  41．3％  100．0％  

7  2  9  

77．8％  22．2％  100．0％  

3  13  16   

18．8％  81．3％  100．0％  

10  29  39  

25．6％  74．4％  100．0％  

28  10  38  

73．7％  26．3％  100．0％  

21  15  36  

58．3％  41．7％  100．0％  

11  6  17  

64．7％  35．3％  100．0％  

度数  

％  

度数  

％  

度数  

％  

度数  

％  

度数  

％  

度数  

％  

72 忘れる・逃げる  度数  

％  

合計  

※自由度は全て1である。  

度数  

％   

267  361  628  

42．5％  57．5％  100．0％  

表10 第二次調査。謝罪・指導受講前後・McNemar検定  

指導後  
カテゴリ名（内容）  指導前  ズ2億   有意確率   

22．012  ．000  

7．014  ．008  

4．339  ．037  

なし  あり  

明確な謝罪   

軽い謝罪   

ひらがなの謝罪  

し
り
し
り
し
り
 
 

な
あ
な
あ
な
あ
 
 

121  

20  

189  

46  

180  

38  

4
 
5
 
3
 
2
 
1
 
1
 
 

6
 
6
 
2
 
1
 
2
 
3
 
 

※Nは270，自由度は1である。   

本文の趣旨からはやや外れるため，本文中では触れなかったが，明確な謝罪及び軽い謝罪をカ   

テゴライズするのに合わせて，表記がひらがなのみの謝罪表現に注目し，「ひらがなの謝罪」と   

してカテゴライズした。反応数自体は，指導前114，指導後79，合計193であった。各受講者が，   

指導の前後で1つでも同反応を出しているか否かについて，対応のあるMcNemar検定を行った   

ところ，指導前に同反応があったが指導後なくなった者の割合が，指導前は同反応がなかった   

が指導後はあった者の割合を有意に上回った。R4を通じて，謝罪表現を学んだ可能性，漢字   

で書こうという意欲（つまり，謝罪への動機付け）が高まった可能性などが示唆され，いずれ   

であったとしても，R4の指導効果の肯定的側面の一つと考えることができよう。  

表11第二次調査・謝罪・指導受講前後・対応あるr検定  

平均値  ⊥臆  有意確率  
カテゴリ名（内容）  

明確な謝罪  

軽い謝罪  

ひらがなの謝罪  

f値  
指導前  指導後  

ん＝巳  

（両側）  

．46  ．76  －4．104  ．000  

．28  ．16  2．539  ．012  

．37  ．29  1．454  ．147  

※全てNは270，自由度は269である。   
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表12 明確な謝罪・軽い謝罪を追加した決定木分析  

ノード  インデックス   観測   
予測値 

正解の割合   
相対リスク  

後  推定値  標準誤差   

5  129．6％   209  84  71．3％   ．390  ．020   

4  120．2％   後  137  137  50．0％   

3  82．4％  61．0％  39．0％  61．0％  

6  77．6％   

明確な謝罪  
調整P侶＝0．ロロロ．カイ2桑＝1昏．8丁田．  

dl≧1  

「明確な謝罪」1以上  「明確な謝罪」反応なし  

軽い謝罪  
調整P侶＝ロ．02＝」ねイヱ桑＝丁．151．  

dl±・1   －  l l  
「軽い謝罪」反応なし   「軽い謝罪」1以上  

真任郎党専  
訓整P伯＝0．ロ己旧．カイ2索＝ヨ眉丁斗  

df＝1   ． l  －  
「責任の受容」反応なし 「責任の受容」1以上  

ノード5  

わテコリ 髄   n  

3丁．q T・1  

コ．臼・1・1⊆l  

菖宅十   33．51；10   
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第二次調査における調査票2の分析結果（因子分析の結果）  

犯罪の中和化尺度・因子分析結果   

番号  内容  因子1 因子2 因子3  平均 標準偏差  

＜中和1：被害者及び責任の否定因子＞  

今回の事件は，被害者が悪いから起こったのだと思う。  

今回の自分の事件は，被害者も責められて当たり前で  

ある。  

今回の自分の事件は，被害者に原因があった。  

今回の自分の事件は，自分よりもむしろ被害者の方が  

責められるべきだ。  

今回の自分の事件での行動をやっていなかったら，自  

分が危なかった。  

今回の自分の事件は，いろいろな事情で仕方なくやっ  

てしまった。  

し16   

1＿11   

1＿1   

1＿26   

し29   

16  

．92  －．08  ．00   1．58   1．08   

．86  －．02  ．06   1．69   1．16   

．81  －．06  －．01   1．86  1．23   

．80  ．08  －．07   1．33  ．84  

．55  ．03  ．07  1．61   1．18  

．49  ．19  －．01  2．15  1．41  

＜中和2：非難者への非難因子＞  

世の中にはもっと悪い人はいるのに，今回の事件で自  

分がこれほど責められるのはおかしい。  

今回の自分の事件で，自分よりももっと悪い人はいる  

のに，自分ばかり責められるのは納得がいかない。  

今回の自分の事件で，自分のことを悪いと言う人も裏  

では悪いことをしているはずで，自分のことだけを悪  

いと言うのはおかしい。  

今回の自分の事件で，自分のことを悪いと言われると，  

あなただって悪いことをしたことがあるでしょうと言  

いたくなる。  

事情も知らずに今回の事件のことで自分のことばかり  

を責める人たちは，間違っている。  

－．05  ．76  

．02  ．74  

－．06  1．24  ．66  

－．08  1．39  ．79  

－．01   1．43  ．85  18  ー．04  ．68  

1233 ．04  ．60  ．05  1．46  ．92  

118  ．19  ．50  ．11   1．76  1．14  

＜中和3：より高皮の忠誠への訴え因子＞  

仲間や大切な人のためなら，他人を傷つけても仕方が  

ない。  

他人を傷つけることになっても，仲間や大切な人のた  

めに行動しないといけない。  

仲間や大切な人とのつながりを守るためには，他人を  

傷つけてしまうのはやむを得ない。  

仲間や大切な人を助けることになったとしても，人を  

傷つけることは許されない。（逆転項目）  

1＿15   

1＿10   

1＿25   

1－20  

－．03  －．04  

－．04  ．06  

．01   ．02  

一．12  ．09  

．88  1．50  ．88  

．79  2．00  1．16  

．79  1．63  ．96  

－．43  2．42  1．47  

因子間相関 因子2＜中和2：非難者への非難因子＞  ．50  

因子3＜中和3：より高皮の忠誠への訴え因子＞  ．23   ．30  

罪悪感の尺度・国子分析結果  

内容  

被害者やその家族に対して，自分が生きていることに  

ついて申し訳なく思う。  

自分がこうして生活できていることは何か間遠ってい  

ていけないことのように思える。  

被害者やその家族のことを考えると自分はこれから幸  

せをつかんではいけないと思う。  

被害者やその家族より自分がいい思いをしているよう  

ですまないと感じる。  

被害者やその家族より自分の方が得をしているようで  
心苦しい。  

こんな犯罪をやった自分が生きていることを後ろめた  

く感じる。  

事件のことが胸にひっかかっていて，物事に積極的に  

取り組めない。  

因子1 平均 標準偏差  

．84   2．88   1．46  

．84   2．54   1．36  

．75  2．74  1．37  

．73   2．78   1．47  

．72   2．34  1．41  

．72  3．13   1．42  

．55  2．53  1．27   
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謝罪の動機尺度。因子分析結果  

番号  内容  因子1 国子2  平均 標準偏差  

＜道具的謝罪因子＞  

3＿3  自分に対する印象が良くなるから。  

3＿10  周りからあれこれ言われないため。  

．04  1．87  1．18  

．02  1．71   1，16   

．02  1．57  1．05   

－．01   1．94  1．24  

．02  2．41   1．55   

－．12  2．13  1．42  

被害者やその家族からのいやがらせをされないた  

め。  
39  

3＿5  仮釈放など，自分の刑を軽くしてもらうため。  

3＿1  自分や身近な人への風当たりをやわらげるため。  

やるべきことをやって，早くこの事件を終わりにす  

るため。  
37  

＜誠実な謝罪因子＞  

3＿8  本当に傷つけてしまったと思うので。  ．84  5．47  ．98   

．74  5．43  ．97   

．71  5．49  ．97  

．66  5．24  1．15  

自分がやってしまったことに責任をとる必要があ  

るから。  
32  

3＿6  本当にひどいことをしてしまったと思うので。  

3＿4  人として当然のことだから。  

因子間相関 因子2＜誠実な謝罪因子＞  

謝罪の実施意思尺度・因子分析結果  

因子1  平均 標準偏差   

．88  3．69  1．14  

．87  3．81   1．04  

．85  3．76  1．13  

．85  3．71   1．16  

．84  4．01   1．01  

．83  3．73  1．02  

．82  3．89  1．10  

．80  3．51   1．10  

．76  3．49  1．06  

．76  3．97  ．99  

．74  3．44  1．06  

番号  

4【2＿9   

4＿2＿7   

4＿2＿10  

4＿2＿11   

4＿2＿1   

4＿2＿8   

4＿2＿2   

4＿2＿3   

4－2－5   

4＿2－6   

4＿2－4   

内容  

被害者やその家族に，ののしられたとき。  

どんなに償っても被害者やその家族に許してもら  

えないと感じたとき。  

被害者やその家族が自分の言い分を開いてくれな  

かったとき。  

同じようなことをした人で，もっとたやすく被害者  

に許してもらえている人もいるのに，自分はなかな  

か許してもらえないと分かったとき。  

謝罪に行ったものの，許してくれなかったとき。  

自分につらいことが起こって，気分が沈みがちに  

なってしまったとき。  

手紙で謝罪したのに，手紙が返送されてきたとき。  

要求された損害賠償額が多額で，一生かけても払え  

そうにないとき。  

自分の大切な人のために，多額の金銭を費やす必要  

ができたとき。  

今回の事件とは別に，自分の生きる目標ができたと  

き。  

失業するなどして，被害弁償するメドがつかなく  

なったとき。  
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別添資料7  

第二次調査における調査票2の分析結果（分散分析の結果）  

性別×受講前後  

受講前  受講後  群の  前後の  交互  単純  

主効果 主効果  作用  主効果  
尺度  

中和1   

被害者及び責任の否定  

中和2   

非難者への非難  

中和3   

より高度の忠誠への訴え  

罪悪感   

道具的謝罪   

誠実な謝罪   

謝罪の実施意思  

度数  
平均  標準偏差  平均  標準偏差   

男  1．65  

女  1．98  

男  1．44  

女  1．84  

男  2．22  

女  2．27  

男  2．68  

女  2．97  

男  2．05  

女  1，89  

男  5．44  

女  5．62  

男  3．77  

女  3．64  

＋：p＜．10  

．85  1．61  

，88   1．75  

．60   1．39  

1．03   1．62  

．61   2．21  

．64   2．10  

1．08   2．62  

．96   2．96  

．92  1．83  

．95   1．83  

．73   5．47  

．57   5．61  

．83   3．86  

．66   3．86  

．91  198 1．748  

．79   25  

．60  198  6．393＊  

．71   25  

．62  198 ．089  

．41   25  

1．06  198  2．260  

1．11   25  

．89  198 ．200  

．87   25  

．77  198 1．203  

．50   25  

．90  198 ．126  

．62   25  

5．697＊  n．s．  

6，719＊  n．s．  

1．567  n．s．  

．182  n．s．  

2．664  n．s．  

．042  n息  

4．253＊  n．s．  

＊：p＜．05  抽：pく01  …：p＜．001  

A／B指標×受講前後  
受講前  受講後  虚礼  群の  前後の   交互  単純  

作用  主効果  

n．S．  

尺度   

中和1   

被害者及び責任の否定  

中和2   

非難者への非難  

中和3   

より高度の忠誠への訴え  

罪悪感   

道具的謝罪   

誠実な謝罪   

謝罪の実施意思  

度数  
平均 標準偏差 平均  標準偏差 凪臥  主効果 主効果  

A  l．63  

B l．99  

A  l．48  

B  l．54  

A  2．18  

B  2．49  

A  2．77  

B  2．45  

A  2．08  

B  l．80  

A  5，50  

B  5．24  

A  3．77  

B  3．66  

十：p＜．10  

．79   1．57  

1．13   1．90  

．66  1．42  

．72   1．38  

．54   2．16  

．87   2．37  

1．05   2．70  

1．14   2．44  

．93   1．85  

．87   1．73  

．65   5．54  

．96   5．24  

．78   3，86  

．96   3．82  

．82  186 5．305＊   2．312  

1．18   37  

．60  186 ．012   5．712＊  n．s．  

．69   37  

．54  186 8．670＊＊  1．081  n．s．  

．80   37  

1．04  186 2．745  ．277  n．s．  

1．17   37  

．90  186 1．916   4．156＊  n．s．  

．86   37  

．67  186 5．332＊   ．123  n．s．  

1．01   37  

，88  186 ．339   3．921  n．s．  

．86   37  

＊：p＜．05  ＊＊：pく01  …：pく001  

A／B指標×受講前後  性別×受講前後  

2．40  

⑳靂 鞄  

鮫準極環  
ミ  

喝由義表⑳  2．20  

■  ・－  
2・001   

圏句  
喝  

■■  

・一  へ ・、   

・  r－ 

・・・一  

喝鞄鞄勾 ● ‥ ‥・ ∴・．・ミ   

ー■、 ● －  
＿＿  

二二ニ  
ーー I 

1－  ＿  

180」  

ト60  ・一・・  
l   い 一一  － －   

受講前  受講前  受講後  

‥‥中和い男・‥ニーl中和卜女   中和2・男   ・・・中和1・A・・：い・ヰ和1・B・．∴・中和2・A  

・‾・・一 中和2・女  一 中和3・男  中和3・女  中和2・B ・中和3・A    中和3・B   
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交通／非交通×受講前後  

受講前  受講後  
群の  前後の 交互  

主効果  主効果 作用  

32．607冊  3．267＋  n．s，   

10．399日  4．532＊  n．s．   

3．344十  ．366  n．s．   

6．160＊   ．922   n，S．  

1．977  15．028叫＊  n．s．  

12．777榊   ．792   n．s．  

7．753＊＊  5．748＊  3．993＊  

度数  尺度  

中和1   

被害者及び責任の否定  

中和2   

非難者への非難  

中和3   

より高度の忠誠への訴え  

罪悪感   

道具的謝罪   

誠実な謝罪   

謝罪の実施意思  

平均 標準偏差 平均 標準偏差  
7
 
6
 
5
 
1
 
4
 
0
 
7
 
9
 
0
 
6
 
1
 
4
 
5
 
7
 
 

3
 
9
 
3
 
6
 
1
 
3
 
0
0
 
5
 
0
 
0
 
6
 
3
 
（
冥
U
 
6
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
5
 
5
 
3
 
3
 
 

通
 
通
 
通
 
通
 
通
 
通
 
 
通
 
 

通
交
通
交
通
交
通
交
通
交
通
交
通
交
 
 

交
非
交
非
交
非
交
非
交
非
交
非
交
非
 
 

2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
 

0
 
2
 
0
 
2
 
0
 
2
 
0
 
2
 
0
 
2
 
0
 
2
 
0
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 
1
 
 

6
 
2
 
3
 
2
 
3
 
5
 
0
 
0
 
5
 
1
 
6
 
8
 
4
 
4
 
 

5
 
0
 
4
 
7
 
5
 
6
 
0
 
1
 
8
 
9
 
4
 
8
 
7
 
9
 
 

9
 
0
 
〔
凸
 
3
 
5
 
4
 
6
 
9
 
0
 
4
 
9
 
2
 
6
 
 

2
 
9
 
2
 
5
 
1
 
2
 
0
0
 
4
 
7
 
9
 
6
 
3
 
0
 
1
ん
1
右
1
ん
1
2
2
2
2
1
右
1
5
5
4
 
 

7
 
7
 
7
 
8
 
9
 
9
 
4
 
7
 
1
 
2
 
4
 
7
 
1
 
 

5
 
9
 
4
 
7
 
4
 
6
 
0
 
0
 
0
0
 
0
 
4
 
8
 
0
0
 
 

1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

●
 
十
 
＊
 
 

通
通
 
 

交
交
棉
 
 

非
非
後
 
 

＞
＞
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通
通
前
 
 

交
交
‥
 
 

‥
‥
通
 
前
後
交
 
 

0
 
 

1
 
 

＜
．
 
 

p
 
 

＋
 
 

＊＊＊：p＜．001   ＊  
1
 
 

0
 
く
 
 

p
 
 

＊
 
 
 

交通／非交通×受講前後（謝罪の実施意思）   

4，10  

交通／非交通×受講前後   

2．40  

ミ「 ∴  

2．20」  

∴、  

巨ヨ∴エ・し1tニ・ ∴二i－∴闇  

‥－ 一 一い・l・ 
・・∪  

2．00  

180 

－60   

・；・  

1.40 7 

3．60一⊥一一一〟－t  

受講前  

受講後  受講前  

受講後  

車中和1・交通 相n中和1・非交通  
印 盛岡 中和2・交通 輯 磯田 中和2・非交通  
00㍊撃㍊調 中和3・交通 此離感慨  中和3・非交通  

率謝罪の実施意思・交通  

国嘲国謝罪の実施意思・非交通  

被害者既知／未知×受講前後  

受講前  受講後  の
呆
2
 
 

後
効
3
4
 
 

前
主
 
2
．
 
 

莞
 
 

交互  単純  

作用  主効果  

n．S．  

竺
7
9
1
3
9
7
9
1
3
9
7
9
1
3
9
7
9
1
3
9
7
。
1
3
9
7
9
1
3
9
7
9
1
3
9
 
 

尺度   

中和1   

被害者及び責任の否定  

中和2   

非難者への非難  

中和3   

より高度の忠誠への訴え  

罪悪感   

道具的謝罪   

誠実な謝罪   

謝罪の実施意思  

平均 標準偏差 平均 標準偏差  
7
 
1
 
7
 
9
 
2
 
4
 
7
 
6
 
6
 
1
 
9
 
2
 
6
 
9
 
 

8
 
9
 
6
 
5
 
5
 
6
 
0
 
0
 
8
 
9
 
5
 
8
 
（
U
O
 
8
 
 

1
 
1
 
 

5
 
6
 
2
 
7
 
2
 
9
 
1
 
0
0
 
2
 
2
 
1
 
7
 
6
 
9
 
 

7
 
5
 
5
 
3
 
2
 
1
 
8
 
5
 
〔
凸
 
8
 
5
 
4
 
9
 
7
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
1
 
5
 
5
 
3
 
3
 
 

3
 
9
 
1
 
1
 
9
 
7
 
0
0
 
6
 
2
 
6
 
9
 
4
 
3
 
6
 
 

8
 
8
 
6
 
7
 
6
 
5
 
0
 
0
 
0
 
8
 
6
 
7
 
7
 
8
 
 

1
 
1
 
1
⊥
 
 

9
 
4
 
8
 
9
 
5
 
6
 
1
 
3
 
3
 
2
 
9
 
4
 
3
 
0
 
 

7
 
6
 
4
 
4
 
3
 
1
 
9
 
6
 
0
 
0
 
4
 
4
 
0
0
 
7
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
5
 
5
 
3
 
3
 
 

630 1．649  5．358＊ 後：既知＞未知十  
未知：前＜後＊＊  

6
 
 
 
0
0
 
 

3
 
 
 
7
 
 

5
 
 
 
4
 
 

2
 
 
 
3
 
 ＋  

1．210   n．s．  

1．589   n．s．  

．007 12．652＊嚢＊  n．s．  

．218  ．358   n．s．  

1．743  4，766＊＊  n．s．  

榊：pく001   ＊：pく05  
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被害者既知／未知×受講前後  被害者既知／未知×受講前後（中和2）   

臥音 毎払1 鞄 

敬 一 

0
 
 5

 
 

1
 
 
 

㊧取払喝同軸同 職⑳  

：ト・‥・．．．  

鴨 国  

受講後  受講前   

1．30・  

受講前  奴⑳悶 中和1・既知匝 層国 中和1t未知  

中和2・既知嘲厩≡訂中和2】未知  

防備麺棒 中和3・既知閤 ＠蹄 中和3】未知  

受講後  

車中和2一既知車中和2・未知  

被害者死亡／非死亡×受講前後  
受講前  受講後  群の  前後の  交互  単純  

主効果  主効果  作用  主効果  
度数  尺度   

中和1   

被害者及び責任の否定  

中和2   

非難者への非難  

中和3   

平均 標準偏差 平均 標準偏差  

2  
2
 
9
 
2
 
8
 
2
 
 

6
 
8
 
4
 
6
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
 

2
 
6
 
8
 
9
 
4
 
 

8
 
0
 
5
 
6
 
5
 
 

1
 
 

7
 
7
 
0
 
7
 
7
 
 

5
7
4
4
1
ル
 
 

1
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l
 
l
 
1
 
2
 
 

0
 
（
‖
凸
 
5
 
9
 
2
 
 

8
 
9
 
5
 
8
 
6
 
 

1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

3．449＋ 10．086＊＊   

．825  ．134  

27．144＊＊＊   ．421  

．014  13．808輌＊  

9．883＊   ．673   

7．634＊  3．233＋  

7．28ア＊ 前：死亡＜非死亡＊＊  

非死亡：前＞後＊   

n．S．  

n．S．  

n．S．  

n．S．  

n．S．  

より高度の忠誠への訴え 非死亡  

罪悪感  死亡  

非死亡  

道具的謝罪  死亡  

非死亡  

誠実な謝罪  死亡  

非死亡  

謝罪の実施意思  死亡  

非死亡  

6
 
3
 
6
 
2
 
8
 
5
 
3
 
3
 
 

2
 
9
 
1
 
0
 
0
 
5
 
2
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‖
X
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2
 
2
 
2
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2
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1
 
1
 
 

0
 
7
 
5
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1
 
 

6
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8
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1
 
 

59  5．57  

95  5．27  

77  3．95  

5
 
9
 
0
 
 

5
 
0
 
0
0
 
 

1
 
 

3．54   ．87  3．61  1．01  61  

十：pく10  

×受講前後  

＊：p＜．05  ＊＊：pく01＊＊＊：p＜．001   

被害者死亡／非死亡  

2t40  

被害者死亡／非死亡×  

1．70  

「1  
雛 

1．60・  

＼  
＼  

＼  

慮鱒殿園願温田恩 桓義  

受講前  受講後  

車中和卜死亡 頑固中和卜非死亡  

困 惑田 中和2・死亡 閻 魔租 中和2■非死亡  

汁中和3・死亡 中和3・非死亡  

受講前  受講後  

車中和2・死亡蜃≡≡璽閻恒国中和2一非死亡   
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別添資料8 第二次調査における調査票3の分析結果  

○基本統計量  

受講前得点   受講後得点   

度数（人）   190   190   

平均値   7．64   8．35   

中央値   8．00   8．00   

標準偏差   3．096   3，709   

最小値   0   0   

最大値   15   17   

○受講前得点  

合計得点   度数（人）  有効パーセント  累積パーセント   

0   3   1．6   1．6   

4   2．1   3．7   

2   ．5   4．2   

3   10   5．3   9．5   

4   15   7．9   17．4   

5   15   7．9   25．3   

6   13   6．8   32．1   

7   28   14．7   46．8   

8   29   15．3   62．1   

9   16   8．4   70．5   

10   22   11．6   82．1   

14   7，4   89．5   

12   9   4．7   94．2   

13   8   4．2   98．4   

14   ．5   98．9   

15   2   1．1   100．0   

合計   190   100．0  

○受講後得点  

合計得点   度数（人）  有効パーセント  累積パーセント   

0   4   2．1   2．1   

3   1．6   3．7   

2   4   2．1   5．8   

3   6   3．2   8．9   

4   8   4．2   13．2   

5   15   7．9   21．1  
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別添資料8 第二次調査における調査票3の分析結果  

6   22   11．6   32．6   

7   23   12．1   44．7   

8   19   10．0   54．7   

9   17   8．9   63．7   

10   12   6．3   70．0   

10   5．3   75．3   

12   21   11．1   86．3   

13   9   4．7   91．1   

14   7   3．7   94．7   

15   6   3．2   97．9   

16   2   1．1   98．9   

17   2   1．1   100．0   

合計   190   100．0  

○得点分布図  

0  

ロ  1 ：2  3  4   5  6  7  ∈i  9 10 11 12  －13 14 15  

覚蹄前得点  
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別添資料8 第二次調査における調査票3の分析結果  

田  1 ：≧  ヨ  ヰ  5  6  7  ∈享  9 10 11 1ヨ 13 14 15 16 17  

受騨後得点  

○対応サンプルの統計量  

平均値の  
評価の6項目（受講前後）   平均値   度数   標準偏差  

標準誤差   

①事件の重大性の認識  
1．17   190   ．833   ．060  

1．27   190   ．852   ．062   

⑦被害者等の実情の理解   
1．64   190   ．815   ．059  

1．73   190   ．877   ．064   

1．79   190   ．716   ．052  

③責任の受容及び罪悪感の表明  1．93   190   ．777   ．056   

④自己の問題性の理解  
1．10   190   ．906   ．066  

1．17   190   ．950   ．069   

⑤具体的な謝罪・弁償の決意  
1．31   190   ．764   ．055  

1．47   190   ．871   ．063   

⑥再加害防止への決意   
．64   190   ．720   ．052  

．78   190   ．897   ．065   

6項目の合計  
7．64   190   3．096   ．225  

8．35   190   3．709   ．269  
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別添資料8 第二次調査における調査票3の分析結果  

○対応サンプルの相関係数  

評価の6項目（受講前後）   度数   相関係数  有意確率   

①事件の重大性の認識   
＆   190  ．664  ・OO  

②被害者等の実情の理解   
＆   190  ．657  ．000  

③責任の受容及び罪悪   
＆   190  ．707  ．000  

④自己の問題性の理解   
＆   190  ．749  ．000  

＆   190  ．611  ．000  
⑤具体鵬謝掛弁償の決意  

⑥再加害防止への決意   
＆   190  ．689   ．000  

6項目の合計  
＆   190   ．857   ．000   

○対応サンプルの模定  

対応サンプルの差  

評価の6項目（受講前後）  平均値の  
差の95％  

平均値   標準偏差  
標準誤差  

信頼区間  

下限   

①事件の重大性の認識 受講前得点－   －．095   ．691   ．050   ー．194  

受講後得点  

（む被害者等の実情の理解 受講前得点－   －．089   ．703   ．051   －．190  

受講後得点  

（彰責任の受容及び罪悪 受講前得点一   ー．137   ．575   ．042   －．219  

受講後得点  

④自己の問題性の理解 受講前得点－   －．068   ．659   ．048   一．163  

受講後得点  

⑤具体的な謝罪・弁償の決意受講前得点－   －．163   ．727   ．053   －．267  

受講後得点  

（釘再加害防止への決意 受講前得点－   －．147   ．658   ．048   －．242   

受講後得点  

6項目の合計  受講前得点－  －．716   1，912   ．139   ー．989   

受講後得点  

差の95％  
評価の6項目（受講前後）  f値   

有意確率  

信頼区間  
自由度  

（両側）  

上限   

（∋事件の重大性の認識 受講前得点－   ．004   －1．889   189   ．060  

受講後得点  

（参被害者等の実情の理解 受講前得点－   ．011   －1．754   189   ．081  

受講後得点  

（参責任の受容及び罪悪 受講前得点－   －．055   －3．282   189   ．001  

受講後得点  

（彰自己の問題性の理解 受講前得点－   ．026   －1．431   189   ．154  

受講後得点  

⑤具体的な謝罪・弁償の決意受講前得点一   ー．059   －3．093   189   ．002  

受講後得点  

⑥再加害防止への決意 受講前得点－   ー．053   －3．086   189   ．002   

受講後得点  

6項目の合計  受講前得点－  ー．442   －5．161   189   ．000  

受講後得点  
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付録1：「評価ツール1」  

ぶんしょう おなこと   

つぎかか  次のページには，書きかけの文章やことばが書いてあります。（同じ言  
ば なら ぶんしょう よ おも  

菓もたくさん並んでいます。）その文章やことばを読んで，思いついた  
ぶんしょうかんせい  

か ことを書いて文章を完成させてください。  
おも じゆうか か   

思いっいたことを，そのまま自由に書いてください。どのように書い  
せいかいまちが じゆんばん ひつよう  

ても正解や間違いはありません。また，順番にやる必要はありません。  
せいげんじかんなか ぶんしょうつく  

制限時間の中で，できるだけたくさんの文章を作ってください。  
いちどつく  ぶんしょう  おな  ぶんしょう  つく  

じ文章を作ってはいけません。  一度作った文章と同   ただし，  

（例）  

そら  

1 空は  きれいだ  

（制限時間 15分）  

ま  

はじあいず 「始め」の合図があるまで，待ってください。  
あいず かいとう  

「やめ」の合図があったら，回答をやめてください。  

ひがいしや  

1 被害者は  
ひがいしや  

2 被害者の  
ひがいしや  

3 被害者に  
ひがいしや  

4 被害者を  
ひがいしや  

5 被害者から  
こんかいじけん  

6 今回の事件  

～（以下省略：内容は，別添資料1の「調査票1」と同じ。）～   
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付録1：「評価ツール1」  

調査票1評価の着眼点（評価者用）  

調査票1における評価の着眼点について説明する。なお，代表的な反応について例示してい  

るが，文言が違っても趣旨が同じであれば，同様の評価や考えを適用することが可能である。   

① 被害者や事件との直面化  

代表的な反応は，「忘れない」，「逃げない」，「向き合う」，「目を背けてはならない」等であ   

り，被害者や事件に真筆に向き合っている者が出すと仮定することができる。   

② 自己の加害者性に関する認識  

代表的な反応は，「被害者を作る」及び「被害者を出す」であり，前者については，自己の   

加害者性や，加害行為に係る自己の主体性に関する認識が明確化されている者が出し，後者   

については，同認識が明確ではない者が出すと仮定することができる。   

③ 責任の受容  

代表的な反応は，「全て自分の責任である」等の反応である。加害行為に対する自己の責任   

に係る認識を深めた者が出すと仮定することができる。なお，「被害者は悪くない」等の反応   

は，被害者に責任転嫁していないだけで，「運が悪かった」等の考えが背後にある可能性があ   

るため，基本的には「責任の受容」とは見なさない。   

④ 罪悪感の明確化  

代表的な反応は，「被害者に心から謝罪したい」等であり，「謝罪」という文言を明確に用   

いるなど，広く謝罪と分類できる反応の中でも，罪悪感が明確化されているものがこれに当   

たる。罪悪感が明確化されている者が出す反応と仮定することができる。  

「すみません」「迷惑を掛けた」等の反応については，罪悪感や責任の認識等が不明確な者   

が出す反応と仮定されるため，「マイナス評価」に値する反応としてチェックする。   

⑤ 継続性  

代表的な反応は，「一生，謝罪をし続けていく」等であり，謝罪等の取組を継続していく旨   

の内容の反応が該当する。事件の重大性や被害者の実状，自己の責任の重さ等への認識や，   

罪悪感等に深まりが生じた者が出す反応と仮定される。「被害者遺族は，家族を亡くした悲し   
みを一生感じ続けていく」等，主語が被害者の場合は，被害者の実状に対する理解の深まり   

を評価する指標とすることが適当である。   

⑥ 「今回の事件」に関する反応  

実証的な根拠に基づく評価の着眼点の抽出については，今後のデータ蓄積を待つ必要があ   

るが，現時点では「被害者は」「被害者の」「被害者に」「被害者を」「被害者から」において   

は出にくい反応，すなわち，事件に関する認識（いわゆる「言い訳」的内容を含む。）や事件   

につながった自己の問題点に関する記載に注目することが適当である。  

ここで示した内容は，あくまで「着眼点」であり，これらに該当する／しないことにより，  

反省している／不十分であるといった判断を即座にできるものではなく，他のツールや，指導。  

面接等から得られる情報を勘案して，臨床的な判断を行うことが望まれる。   
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付録2：「評価ツール2」  

毒重要三  

しつもんこた   

これから，あなたに質問に答えていただきます。   

しつもんないよう こんかい じけん じけんひがいしや かぞくかたがた   

質問の内容は，今回のあなたの事件や，その事件の被害者やその家族の方々な   

どについてです。   

しつもんたい かいとう あ えらけいしき   

質問に対する回答は，あなたにとって当てはまるものを選ぶ形式です。あなた   

もっとあ まる  

にとって最も当てはまるものに，○をつけてください。  

きょういくさんこう   

こたないようたい  あなたが答えたアンケ騨トの内容を，あなたに対する教育の参考にすること   
じゆけいしやし  

こたた はありますが，あなたの答えを他の受刑者に知らせるなど，あなたにとって   
ふりえき せいかいまちが  

不利益なことをすることはありません。また，正解や間違いはありません。あ   

おも こた  

なたの思ったとおりに答えてください。  

～（以下省略）～  

（内容は，別添資料4の「調査票2」における以下の15項目を削除したものと同じ。）  

削除項目：1－2，1－4，1－7，1－9，1－12，1－14，1－17，1－19，1－22，1－24，1－27，  

1－28，1－30，1－31，1－32．   
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付録2：「評価ツール2」  

調査票2 評価尺度の説明（評価者用）  

このアンケートは，以下の4領域について受講者の変化を測定することを目的としています。  

プログラム受講前後における各領域の得点及び合計点を算出し，受講者の評価や指導の参考に  

して下さい。   

なお，逆転項目については，（1点→5点，2点→4点，4点→2点，5点→1点）に得点を変  

換した上で，計算して下さい。  

1犯罪の中和化尺度…犯した罪に関する合理化・正当化の度合い  

① 中和1：被害者及び責任の否定…被害者の存在や罪を犯した自分の責任を否定する傾向   

（7項目：1－1，1●6，1tll，1－16，1－21，1－26，1－29）  

② 中和2：非難者への非難…罪を犯した自分を非難する人々は間違っていると考える傾向   

（5項目：1－3，1－8，1－13，1－18，1－23）  

③ 中和3：より高度の忠誠への訴え…大切な人への忠誠のために罪を犯したと考える傾向   

（5項目：1－5，1－10，1－15，1－20（逆転項目），1－25）  

2 罪悪感の尺度…被害者に対する申し訳ない気持ちに思い悩む傾向  

（7項目：2－1～2－7）  

3 謝罪の動機尺度…謝罪や弁償をする動機の種類及びその度合い  

① 道具的謝罪…謝罪や弁償をすることを他の目的を達成するための手段ととらえる傾向   

（6項目：3－1，3－3，3－5，3－7，3－9，3－10）  

② 誠実な謝罪…心の底から申し訳ないと思い謝罪や弁償をしようとする傾向   

（4項目：3－2，3－4，3－6，3－8）  

4 謝罪の実施意思尺度…謝罪や弁償を続けていく覚悟や自信の度合い  

（11項目：4－1～4－11）   
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付録3：「評価ツール3」  

そうぞうじょうてがみ 

と  これから，あなたに想像上の手紙のやり取りをしていただきます。これは，あ   
じしんじぶんだれべつひとたちば じぶん あいて あいて じぶん  

なた自身が自分と誰か別の人の立場になって，「自分から相手へ」，「相手から自分   

てがみか へ」というように手紙を書くものです。   
こんかい じけんひがいしやかたまたひがいしやかぞくいぞく かたそうぞうじょう   

今回は，あなたの事件の被害者の方又は被害者の家族（遺族）の方と想像上の   

てがみと 手紙のやり取りをしていただきます。  

ひがいしやかたひがいしやかぞくいぞく かたじっさい 

てがみみ ○ 手紙を，被害者の方や被害者の家族（遺族）の方に実際に見せることはあ  

りません。   

てがみないよう きょういくさんこう  

かたい ○ あなたが書いた手紙の内容を，あなたに対する教育の参考にすることは   
てがみないよう 

たじゆけいしやし  ありますが，手紙の内容を他の受刑者に知らせるなど，あなたにとって   
ふりえき   

不利益なことをすることはありません。  

か おも じゆうか  

あなたが書こうと思ったことを自由に書いてください。  

～（以下省略：内容は，別添資料4の「調査票3」と同じ。）～   
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